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うL,これは引卒教師が生徒小こ説明す るたけ,D知針 L-もちあわせず ,往 々に して専門外,Jlj教師でLT･).,
て.早く宿弓軌･てついて足をくつ古でし,くつろぐことばか17気:･Lrしてし-･る場合がたいと/.rlいえまし､,i
た見学,:つルー ト(A:しても教師側で撰択すZ_-たけの能力fr7I く ,全 く観光業者に7麦かせ きり,業者は
商魂たくましく,いくつかつルー トのうち ,もっとももうかるのな政師側作かしつけてくるO もち
ろんこれ(,'L対 して教師は絶対信政で ,施行後の反省 もできえとレ､仕末である｡これと似たようなこ
とtrl.殻近の海外旅行(･'.:ついてもいえ,Y_,のであるO,]チ′こチ多 くの写真のシャッターをきってもど
るのたが ,そV:'写頁かt,iてどこでうつしたものか分 らん〔つがざらにあるという(Dであ7-,｡い-iとろ
はEl本のどこでも.外人観光客が多いので ,外国旅行,a ,い7tとろの こうなスケジュ-ルでのもの














































分の知識が ,それぞれの専門外の分野で要求郎 Lbようであるが .実はそ う大したものでもないの
であって .要は中学校程度のことを徹底的vrcもlL)I,こしてかけば .あとは現在すぐれた参考-aなD .
群青がふんだん(･てあるので .それらを活用するすべさえ知13てかれは:いいということt/'EなるO








-,4でふれたものVtいたっては皆無t'EひとしVも と九に反 して外国には ,かな-Dまとまったものがあ
A .そしてこれにはしへずれも相生忙ついてふれている:.1これは何たることであろうかOそれくらい
であるか ら,はん訳の地誌射 て限って ,植生があるO こんなこと-1iみると ,このほん訳をした地#_
学者は .植物名を辞番をさがしてかいただけであって ,その植物が分類上どんな植物であD ,その
植物が地理でどんな窟味をもつものであるかkt.Vtっ こ うt,PC御存知アこいとしか思え7lhのである｡
筆者も何度か地理の先生方と .いっLよに外国旅行をL.たが .街路樹を(･iじめ ,野外JJ草木や ,義
林の群落をみて ,ただされいたた7とはしっうもC1>),I:〕,そL⊃名前が分らなL,･Oとき817:はこれは日本で
もよく見る木だなァくらいでぁろO筆者は;bァこれがダイサンボク(イタ.)- ).マロニエ (フラ
ンス).I)ソデ･/パオム (ドイツ)というと.あァこれかと感心 しているO タイサ 1/ポクは日本で
もいたるところで庭木に7Ib7:いるから,筆者に限らずす ぐピソとくる｡ ところがマロニ=-とか .
I)ソデンノミオムは筆者も初見である｡初見ではあるがす ぐに分るっそれはどうしたことかoその分
るのは ,分堺上でど･/とくるのと,日本にも同種のものがあ.'て .反射的vc口か らでふだけのこと
であるoマロニエは トチの木であD .リンデソ,:オム仕ポダイジ1であるo
これと似たようTrことが ,産業地理の分野でもいえそうであるOそれ抹地業でも工業でも｡筆者










ればどれ くらい多いのか ,きっは9分らんなDに ,はァなるほどと感心して.それがそurDかtJ=ベー
パーになるというC)だから.全 くもって始末に負えなレゝo Lか しその見学もかなb長時間とどう=る
か ,たびたび足劉cEこんでいると,そのうちt･{自分で工場労務者vcなったような気拝になるDまチ
ベー′し忙しようと思えば .一時的(･'Cしろこの労務者になるなD.労萌者vCなったよう7-E気特にひ
たられるまでVLrなら'/iければ ,だめであるといいたいので参るO これ(･てつけても思いだナの比 ,ち
う10年も以前であったか .ニ1-ジーランド,放課地理学者マクナム氏を零内したときのことで
･拠るC繁者虻学生 5人をつれて .マクナム氏を･岡山県北の出山村を ,民泊し7j:がら零内してまわっ
た｡}{'_の民泊を特(･'EえらんだL')は ,日本人の鵠山村でC)生活を ,じかil't見せたかったのと,その作
業も卓だ旧億が多くのこっているからお互い勉軌 てなると思ったからであるD岡Ll憾 北'-Clは .7王だ
谷間の水田耕作的:精出してお13.山では雑木林を炭焼きに利用していた9.-1た多く･D家で和牛を
飼育していためであった｡ こん7Lところを歩くのに ,マクナム氏はわざわざ山径をえらひ ,そしつ林
相をみ .林中て足をとどめて ,移のしへたたきを見上げたD.暗い じめじめした谷で ,鉱淳 (かなく
千)をけって ,そのあたりかたたらのあったことに興味をもったものであるOなお厭星に牛が見つ
かると.少 しまわD遺作7ゥても.必ずそこまで足なはこんでは ,牛の菌をなぜまわし胴をさすっ
て .こ(つ牛は何才くらいだとL,ったD.また典夫を呼んで .この牛は少し塩が不足 しているぜなど
といった｡ こかはわれわれの一寸やそっとではできる芸当ではないなと,一同うなずいたものであ
るC.












さけたい ものであるO理想からいえば学名忙しくQ:1･tV･D しか し学名7.Eらラテ･/名で学会へ専門に







ほかは ,学名を付するべきである,Jところが外国'(.T ,そ･lJL'/:学名が-,1･い ものほ ,こすることが勿







とLJ,うことばかあって .地理学者(･riこれ左カシと一様.･こ解 Lているからでむろ -,瀬戸内-!Lカシ彬と
しへう場合など比 ,7ラガシャウバ メガシが巧.lD指標 として浮ぶか ら.鰍て何(I;'抵抗もか,-･:･3である
那 .一度カシ鞘 ということはJ:r離れたとTJ:為と ,こむカソなることば全 く臥 ･'Cういてしまう, この
へんの切情rJ=少し理解するために .やや専門的で･こLを述べてみたいO専門的 と(.TtLrL,L7liがら.本
当くつ分類専門家L･'CLJ,わせれば笑止千万〇つものと思われ⊥うか ,われわれとしては .これ くらlハで結
構で=^=Zi'うからと9あえず我慢するほかないてあろうL.
さきほど来 ,いやに学名学名といって ,学名(A=とらわ1.*_ようであるが ,この学糾iIラテン語で
二命名,法になっているOすなわち.Uryza sativa i.(オリザ サティJI I)./ネ)C これ位イネ




はわれわれの苗字のようなもので ,同じ宗田とい うただけで比 ,手紋はこなレ㌔ 宗田克巳といえは
手抵はまちがいな く .敬(･D手忙とどくoその克巳に相当するのがサティノてで個体名となる｡ ここで
カシ忙ついて述べることVCするO これは大きい分類からいえば ,7'ナ科で .葉は長楕円形また壮披
･一十 針形で .葉のふちが切れこみまたは トゲ状vCなっていて ,多 くのものは ,ドングリと俗称される塾
果なみrJらせる.植物学者でないわれわれ総 ,これたけの特徴で科を同定する｡少 しむずかしいと
.I とをいうと ,この属名の大詔J分はQuercus(クIJレカス)である｡ このクェルカスのなかVE色 の々
一 塩があるわけで ,その分布は後背から亜寒帯ぜて忙わたる｡その分布vC南北性があるということ-




の薬は菓片が厚く重商のつやがはげ しく ,黄緑の出入はほとんどな く ,トゲ状突起のものが多いo
にいうが広亜群の発の緑の切れこみは ,気温の低しっ地方ほどはげLho ここまで述べて くると,汁
ークをカシと訳したらそれこそ大うちがいて ,むLろナラと訂正しなければなら-ないことが分ると
思うC,ナラの耕(a:壮いるもの仕 ,コナラ･ミズナラ･クヌギ･アベマキなどがあげ られようが ,い
わゆるオークなるものは架だけからレt･えばコナラVCもっともちかく.茎のみからいえばミヅナラそ
















7 - ル ト氏のもの(,Cくらべて ,いくらか高価についたのではあったかも知れないが ,足のおもDで
じき蛙が舌をHJ.したよう(/tなる71ル ト庇とちがって('=んさがあったO床板はいせの合板とおなじ
ように ,洋式の庫(I.:使用されたもので ,俄後まもないころ ,筆者は県北を歩いていて ,勝山高校の










紘 ,そのよう7(ところVE定住をきめこんだi/こちがレ､TJhcjL_1然の相生左みて ,それに見合 うものが
栽培できることを知D,人類D直接利用以外のもOJよ,葉番の飼料として ,家畜を自然rL順応せ し
めたO これが飼育であZ･oいまvc残る梅沢地名L･干拓してイ不一･'L一植え ,また止淋 な開生 して果樹をう
A ,原野(,'C家畜を放つなど,み人TE太古そりせiClすがたで-fJることに異存絞るるまい｡ このよう










はならんことがある｡両便で性 ,赤道の低圧帯をのぞいて ,中称度よD高井止では ,一般(,{海岸vC
多く奥地vC少ないといえ,'_O田中啓青侍士ふう(･'=いうと,気温rJ場合ve削 ヒ性 ,降水量の場合は臨
海性といIDたらよかろうo こんなわけで ,地坪巡検で ,広い地域をざゥと見ようとする場合Lr'Lは ,
- 9- r
l･=
そのル- トを南北方向vL,えらぶか ,舶岸から次軌 dr射裾nr向って進むかすf･と,そこの地域性なと
らえるのt･.好都令である｡ Eは のようにせせい島国でも,そのことがいえるし,さらに岡LL雌 だ
けにしぼってみても,それがいえるOちなみ綻 ,陶LL慨 の等温線や等降水J,A:線をひいてみると ,そ
れらはレ､ずれも朋 弓方向に建って ,そCD値はそれぞれ北低南高 ,北高南低を示すOである｡だから








これも他IZHl,TJllかレ､(′二もよるようであるC というのは同 じ雨伯は少なくても .他山iり東部C)流紋
岩地帯で吐 ,虻げILJtLv,へうVC当らないQそれvL一触Jは i憎 珊児島半島や笠的列始で,花こう岩地帯
紘 .まさに!･ま.げとV･うことばか通用する｡いずれも海粒地域く-i.17ツLu地帯である｡でもその生育状
態に大 rc=q7もかいがみられるO これらV=)もが叫,-Lついて地層的V･:説明-i-ろことは ,あまDにも長く
719 ,またこU=.稿でそこまで立入ることは ,どうかとおもわれるのでふれ孜レユこと'.Kする｡ともあ
れ瀬戸内虹カシ帯たとい-われている,そこでとcDカシtFrL.ついて .県下を縦断的VCみ,iことVtrする｡
亡･/.-カシで ,全 く海岸だけに限られるもVつ性 ,ウバメガシがある｡ これは西日本で生垣や庭木とし
て愛用されているから ,一般にもよく知れわたってレ､て ,俗名を′くべまたはバべマキこいっているo
1,シtri-蜘こ菓片'ltつやが,Ii)って肉厚でうると.節(,こもいっておいたが .ウバメガシi･見たことの
あるものは .このことばが全くちがうことVC気付くはずである｡緑で蛇あるが ,若干 しらけていて●.
I/JiさがさLTJ菜で･f,る｡ これ4-iいうまでもなく井雨への適応ということで説明がつくであろうo この
カシは北九州O海岸でも見られるか ,九州では瀬戸内LZ)もの上17つやがある｡ 71･お再考までljrLい う
那 ,イソグ17･ソド√･つ南部でも見7_･ことができたが ,こ この狙 i安tJ?:みずみずしてつやがあった｡ こ
F)Lてみると,気候こっちがいが 1二村てついても,契(.i-はっきりするのであるO余談('lyなるが ,この






ているという｡ともか くこのカシは少 し以前はい-i(コマツくらい繁茂 していたという,J Lかしこれ
VCは若干 うたがいを残すOだが ,こC_r)カシがいきL.いよく生育する瀬戸内であることにはモちかい
かへOそ こでこC3カシ('こ注意 して ,北に進んでみると,大老の川,D谷筋vE見られるOだが北 (,Eゆく
Lliとその数は減じて .中国山地ではあることtri･あるが .よほど気色つけ7rいと見付けることができ
ないほどL":なってしまうo数年前であったか ,近年三九 ･'Cみる寒い冬を経敦 したが ,そ,DLIF'とO夏 .
広く歩く畿会かあ･Dて,何気なく歩いていた･〇･.'LI ,音場高原の深い谷の力･/(･-土,大概そL/j集が鴇色
(･'L-7TっておD,中国山地で(r1歳(つままで五･'たU'コである｡ こんなわけで ,吉鵬高原,D谷底は .気象
鰍てLriポケットIになっていることi'Z:気甘い7'･")でもえ｡昔から一谷gl.野呂轡 "といわれているか ,
てれは こん7L時 ,とかDすがDの旅行者L･=すらLl-I.っき9分 る E.つである ｡李にしてこの7ラガシとい
うこつが ,山すそ('L限.'たようVC,あまり山の上知 こ生育 していない,DでよいのかもしれないOつい
で7j:がらか7,:じブナ料で輩の落ちる類･⊃ 1つえ挙げておこう_,それ比カシワで,TMも｡ こ〇菓け大き
く,架線が太さ･7=波状7Lほれこみ'VつあるもLlで ,77シワと/iかしわもちからくるも,/Jて .いか&'Cも
かしわもち互くるむかに思われるが ,実れこFJ兵は褐色コ剛毛が'拭;生 しとる･つで .かLわもちをく
るむところでtri77.し1O備中一帯(Dか しわもち○~工,ミブナラかサル トリイバラL⊃集で .くるむのか普





7_,｡こころみIに .7 18月の朕 ,かわし(らしレ､こつ果実をt;しって口l:=すると ,辛味がきって ,ど
ーマンVC似てレゝふ, ところが苦節高原でfJも(つ比 .味が うす'/i,Jという(D(rl.これをltJ国山地であ
じわえは ,少しそGDからさが強い.｡そ して昨年夏 ,隠岐(⊃学生巡鍬 て参加 して ,このものTi･わしわ
一てみたら,うんとからかったのVCかどらいたのでJるDつまD+p,7,Lじ食用植物でも.そ t-i)生育す














大きなサ トイモ(･つような棄なつけ .1m内外の茎の上端に .大きなテサボウユリのような白い花を
つけるO これもどちらかといえば陸地性のもので .雑木や雑草のやぶのところVC点在する=)だから


























者も話したり,書いた9する際いつもそのことを掃 D返 し実行 しているつもDである,




Salix が目をひくo l1本,･Zj平野で托 .これはと日'.1･Cつ く植物はみあたら7i･いoPopulusと
は英誌のポピュラーというラテ /ー語であるから,大衆しっ蹄という意味である｡72j:.るほど大衆的7TL樹
であるっ 日本で いり キは中部日本 (わずか托敗北 )で紘 よくみられZ_,が ,西日本ではみられ71･い,J
たが岡栃CrJものは陶山腺L/へたるところあって ,ヤてナラシ(一名-コヤナギ)Populus
Sieboldi がそれで,ある｡ ヤマナラシ(山鳩らし)とI.A-i風が吹 くと薬がなるというところから
つけられた名前らしho よく学校の校庭tJlこうえられてい･るポプラは .洋種であゥ-{,セイヨウ-コ
ヤナキで=r-ろうD この種はEh'欧では極めてファミリアー,;/3樹木であって ,オランダこつ水車(1絵や写
真(,E,孝和をさかさt^=したような樹か点 々とみられZ--)は ,このポプラである｡ この樹がはってお
けば高さが 50mも高くなるの(,i.いいが ,この材の用途が7=い ,それ-こ種子の散布す,ち際 ,白い綿
毛をつけて ,鼠でそれか一画vc吹きちらされ ,濯敷物におろか ,教室･までも舞いこんできて ,これ
が肌(てふれて .生徒たちがかゆがD.始末i'.:かえなし､とあって ,いせて(rl学校圃か らも姿をけしつ
つある｡ 日本しっド.,ノキも材とLてやく('L:たf'･.ん(･つで ,大木にされずきi)たかされていたが .最近
では ,経木の原料にいいとレ､う(,)で .西日-右でも,ヤマナラシが重宝がられるようになったO とも
あれ日本でtri,ポプラスに属す7-I.ち(,_1ほ ,中部日j,･'つドpノ牛と,西日本のヤマナラシの2種たけ
が原産で,抱か忙輸入のセイヨウ-コヤナギも前述Jよう'yZ:戒亡する寸前vCある｡ ところが朝鮮か
ら満州昨二かけては ,その種嬢 も多 く-おそらく18軒以上 もL/-･ろうか ,いた/-'3ところをこか9て ,そ
の横型が特敬があるr:,Dで .これを見たたけで ,外地lこ来た7=丁と感じるといっても,決 して過言で
はあるまいC 日本では市街地以外では .街路樹はほとんど7IいCJ,たが .外地ではそれがあるのが普
通で ,朝鮮での街路樹比ポ-}ラで .これがと:んを田舎ITもみられるOつレ､でながら付言しておきた





られ ,その#.塀 も多いO岡山県でも10綿糸あるらしい.平野地方の7カメヤナギ ,キヌヤナギ ,
ユ リヤナギ ,河原のネコヤナギ,カワヤナギ,山地のキツネヤナギ孜とは ,薬の色や形で誰vcもよ
く分るものであるOそうはいっても,それが誰t･ても日だつという形容は当ら?i:いてあろうこと(A=気
付くてあろうQ筆者か勧鮮Ir･Elたつほどあるとレ､うの比 ,日本以上のものであることと思っていた
だきたいO これVTIは ,ユリヤナギ .カワヤナギ ,ネコヤナギのようVC,日本と共通種です('分るも
のも多いが ,それ以外一見ヤナ半と同定されるも')が擾めて多 く,山から野 .河原まで ,実に多く,
そD穫鞠もE]木0 2倍や5缶ではあるまいD こうしてみると,ヤナ半は温暖な気候 LEDか冷涼の気
候C)ものであるようである｡
朝鮮から,すぐ忙シべ t)ヤVCはいるO シベリヤといっても,シホタアリン山脈I,D西斜面のアム-
ル,/3谷で ,ここは北鮮 ,北満とおなじような叔節であって,低地は特vc似ているL,すなわち ,ここ
ではゴボウとキ牛 耳りが目についた｡ ゴボウは日本で比食用にしているが ,北鮮ヤシべ リヤでは食
わプミレーO これが大きな株になっているOキキョウ比日本では食用vcLないが ,朝鮮全土 ,山をあさ
IDてこの根茎を採ってくう｡朝鮮民掛 ,jトラジ トラージ結このキキョウで ,強壮剤として ,朝鮮ニ
ンジン(:ついで有名であるO シベリヤ南部でこしD花を見られるのは ,実になつかしいものである.｡
7Lつかしいといえば ,おIjtじ秋の七草のオミナエシも,多 く拭7Ihがシべ リヤにあるOそれから1,-.
とろいたこと(仁,- ヮカがアムールの谷に自生 してレ､る｡ これも北餅でみることができたO シべリ
ヤ鉄道/は ,LLJ岳森林 ,低地森林 ,それVE草原と ,板めて単純な他生景観をつらぬいて走っているこ,
I.ここ⊃単純 とい うの比か7Lじ森林 といっても,草原といっても,そこに生育する植物の種棟が限られ
ているということであるoul岳森林であれば 1,2唖O針英樹だけで.夏でも広塞樹は見当ら-PLL-I.
箪笥l{1フィリ､L7L=tンでルソt/島の南端ブルーサンで ,少 し森林 らしレ潤 掛 て按 したが ,ここに蛇針
_(.hT'軌 まみ7Tかったものの ,極めて多郁々広東樹を見たOそれは 2太と同じもののない くらい種煩の
変化(:とんでいたLZ)であった｡ こころみ(て日本でいな ,駒山県南O丘陵でもレ小 ,足をいれてみれ
ば分る ,なんと多くの樹木にぶつかることであろう｡ふもとから頂上瑳7:･,針棄樹でも必ず7カマ
ソ17:ネヅがあD ,それvCツツジ,7セビ,ネジキ ,ヒサカキ ,シャシャンポ ,ヤマコウ,(シ ,ウツ
ギ ,ナナメノキ ,アラガシ,コナラ,7べマキ ,ソヨゴなどはこく-lbDふれたものであるL,中枠度
でしかも海洋性気候である円木などは ,組物の種将にもめぐせれ ,しかも山地はいい混交林相'fL･示
す'Jjで比73:かろうかOシベ リヤで ,低地森林 ということばた,あえてもうけたの仕 ,森林の周辺部





ダカエデ ,ミA'ナラくらいの もので ,このなか ,./=,力･Jiは樹皮の白色が円だち数 も一番多いよう
であったo草原も単純で .妻がススキの よう(JL,長いも･つが多かったが ,おそ らく ,イネ科かカヤツ
リグサ科のどちらか 1唖類のことであろう｡ こうした草野で比 ,牛の放牧が見られたD ,ほ し草の
LLlか所々にあった.
これよDトルキシブ鉄道(てよって ,中央アジヤVC入ることVこする｡すなわちノホシビルスクよ9
宿-Fして .いせ炭坑 として有名71カラカノダの山地を曲折Lて ,いわゆるステップtててる｡ こ,Dス
テoJl'と山地D接する一帯は岩石砂漠とでもい うべきであらF)か .石垣石 くらしへの角は.,た岩石tて
おおわ)したところがあるo Lかしこうした胤(n=も所々忙薄地かあるらしく,20顔たらずの牛が躯
軸で移動してい71.ところかみられ ,またラクダく'/=乗ったカウボーイ ?かそ(I)むとを追ってLJlる｡ -i
れ(,'Cパ*も散見す ;L Q 鳥もhj_.｡ カラスとイ/-･Zでむ ふ｡ カラス代ここでも熱い｡インコ(riミドリ
一色｡ アルマ一夕 ,タシケントと氷河(i)かかる天山 ,Jくミー ルしっふもと左と･t-･ろ(.タシケ･/トー 帯
も岩石砂漠L⊃ようである｡だがパ ミル'Jリ触氷水はここ屯 F,ふいしてい -^E,O オア シスとい うべきか｡
路軌 '･二はチョ一七ン7サガ が一面vc茂っている.,これ(I-T日本でも生育 してレ､Lか帰化植物であ D ,
ILq山方言でキチカイナスビといっている二つかそれであるOこれよDノズオルグをrlJ心Kv-)べること
にすZ･o t_こIJ:+;fジル砂漠･;D北部の小都市で ,アラJL･海に注 ぐシ′レダリヤtn=沿 うている｡ シルクリ
ヤJ.･まいうまても7:く,そJD源を′くミル高原だ与としてし･3,fT_から-稀無雨にちかレ一所であるけれど,
年中豊島な水か流れている｡それは大 きな銅鮎､つ放物転送がみ られ7/iとで-1るっ こんとわけで ,
掛 こQi大きな樹木か点在す,已,OこL-J樹木K比 ,二'Jrj十十キ ,クワ,アキグミ,ニレかみらZlるO こ
.⊃ニレはクズ*/レダで街路樹 と-,lつて .107TL以上 もつ大不が亭Jtと並んで ,かi)ききったよう71
土一色にうるかいi･そえている｡かわききったようなLい うが ,民家･:i全溺土をかた.1_L,た鏡か1L･い
煉瓦をつみあげて造ったもTJであるから ,周圃1二･土と同棲 ,淡黄色というか白.Jlとい うか .全 くか
わききったというつかふさ･わしい祭横であ7_-I,でも幼諮C)Fh.･'L-(,-iシルダリヤか ら,巾 1.5m くらい
の水路をみちひいて ,用水in=あてているJ'で ,水忙(ri.不自由してLへ7:いこ｡こGL叫か ら-渉TILhJば砂
換そのものである｡砂漠と綻広い平担な不毛の地を思いだすが .そのとかD担々として地平の(,iて
までつづく,わずかな変化といえば ,小凸起(:)秒rr_ ,声7J書 5m くらい ,近っいてみれば往 々にして
土煉瓦造上目⊃民家が これに埋まっている｡つ7日 ,これら点在する民家VCよって .砂丘が死′しだもの
となっているらしい｡表而vrはわずかながら'/バ丑が仕えているCそ して付近V=仕ヒレアザ ミやス
べ t)ビュがみられるO ヒレアザ ミ仕業線束くつ線はみられない白っぽいものであるし,スべリビュは
日本でみるエ9大きな架で ,しかも多肉であるC.5て砂丘を怜止させた民家で去るか .'8.と5,.もわ




ギの枝を解んでつくった ,巾約 1mくらいのこせいでおおい .これtr'C土をのせているo a-れ披日本
●■●
･,〕旧い民家のやせと天井そのものであるO民家のつぶれたものを話したついてに ,中央7ジヤての
パオ (包 )(てついて少 しふれてみたい｡ この居間の広さは広 くて四畳半 くらいか ?o これを約 50




ンである｡こ山中の什鯨は .乳汁をあたためる径約25L,nEの半球形のポール (=･ユ-ム製 ?).ま
た同 じくらLp,･の径U-J平底しっバン旋怒 ,この深さは蓋 ,鍋あわせて ,15C7Wくらt,1,さら昨日覆うほ
うもしっ(/こ水注カニあるQ これ虻中国e)亀耳瓶を思わすもOで ,とび 口で首 か細 く.取手のついた ,荏.;
さ約 50C7nくらいの井銀製で七宝にな.'ている3水が少(ともるリU,トルは結い､る大 きさであるO
●●
放て剛ますべて毘外でおこない ,こくつ駄科は家番のふんや ,砂換(･{(rtえているi頚木である｡ ここらで
ここの砂漠の植生について述べることにするohくら砂漠不毛といっても,わずか綻枇物がはえて
しっ7=-,といってよいで参ろうこ もっとも風かつよくて ,たえず表土の移動 しておるところ1,.1植物の梗
こ')つくひ竜･がなし-､から.いくら乾燥にたえる植物でもそたたないわけであるO ここでは見たところ ,






仁王.イセエビC)触覚のようをこ赤褐色で ,乗は トゲ状rcなっていて ,1本 1本の枝e長IcTも50叫 と
らずである｡ しかしこの株からで-Tt.1･,る根は ,地下深く5m以上にも伸びているとい う｡ ちなみに
これの姓えているあ･/tbの地下水面紘地下 5m余であって ,深 くてもl∩,TLにも連 しない｡ こんな
ところのバ*住民は掘力井戸で .つるペのつなを巻いて佃野に用水凌 くみあげている｡
ムレスズメも ,日本で庭木とし7:滋れ心てみられるものである｡ところが日か 亡みるこC)木は黄色
D花を ,スズメのむらがってい7°ようVC木全体につけているC ところがここでみるこの木は ,ただ
その花の色だけちがって紫色である(.だから少しは7Lれてみると.山の-ギのようであるOそして









かく述べてしハムと.以上5桜 とも.旧くから中国脱島0名てEI木V(もたらされるなんて .か くも
(ri-/i:れた一寸1央アジヤが ,秦外近かった気かするO
乾燥地蚊(,Cつい･⊂述べた.ついて(,'C.も11=,お･なじ乾触 也蛾を追加 して ,長レ､こD`稿を組'ぷ ことI,こ
しょう｡3"J:じ舷娩地域 とい-)ても,こんどLr.抄出 ,草原 ,サバナと.その漸移 らしいものが述べ
ら.IILるC)で ,あえ-(追加サムことLi･了せられたい｡､ところ比合衆国,Dア])ブナ州の北部-,PL･中心lてえ
らぷ こともてした,それは前述つ如く去年L',J壬 .-jJナクの-tントリq--ル大学で?,122回国際地坪学
会があって .これ(て参加すZj能会が,7:)lEえらrL.帰途4,-衆国J各地な･巡検 い (I.くつで ,そ,i_7収艶 ,つ1
郡とL-しこ こ'{(二紹介す7_,わけである｡
一行は 10名余 ,ネバダ州J)由端ちか くつ ,=,スベ)/スtを拠点i/･= .7-パーダムな経て .アリゾ
ナ高原をよぎD ,コt,ラド高原L'Cのぽ-1て .グランドキャニオ･/までを行程tr':して的 占OCL･q,-J往
復で'左'ったこ.この片道(-1ゆうにIiる 1日がかD.コネ,=ダ州とtrlえは ,ワサoJチ山脈と,シエ1-,-+,:
ダLL脈(L潤 の大塊模なグラ-ベン,D大盆地て ,こtD盆地PI,I:こも.多くDI也塊山地か南北走 してか少.
これら地塊LJLlul間は砂蚊か卓越する｡ ラスべカス比とO地典山地耕めっき九 .全 く;ID平担地の砂漠
･,:JFr-1に発達 した都市である'､だから産物とし1って紘全 くなく,歓楽一本'Jj猷市{.あるO こんなわけ
で.lfh一内(A.樹木も苛々とし-{二お･D ,芝生も広 く,商店Iや来館L'=虹プールあり噴水あDで,涼味を･そ
そる｡標高Lri占50m余 ,地下水面は 551ZGD深さであるというO用水はボ- I)ノダ,E{'Lrよってこの
深い地下水もいたるところでくみあげられ ,芝生のスプ.)･/タラ-壕で(/Lp使用 していて ,こ こが無
両にちかい砂漠のせんなかとも思えないほどて違うるこかかる巾和 也五･一歩で乙と,土比白味かかっ
て くるo Lかし白けた草も点々はえていZIL.サイザルアサの 171･～ 2mくらいのものがちらほら
みられるOそして放牧牛があそこに 1顔ここirC2孫とみられ,_Tのである.コこんな展観が数 10kJrも
つ いゞたら,道はL側(Dcuttingを.何回とぬけるとと':こ=･7_,e こ.;7)Cuttingはいずれも角
横網の上にbasalt flow がl,3.,てLへるO こDような山側の西方は遠くL･:playa 1,akeが
縮減しかかって ,白く光っているのであ･7㌔ こ･の道をJだ ilきると7 -,て一･ダムか ミー デ湖をレ､た









で約 50分もあったか .この間は全く砂換来朝で ,路傍のところをのぞいては .不毛のことばがふ
さわしいO榊途同じコースをとおったか .ちょうど15時とろここでは局地低気圧が ,つぎからつ
きに発生 して ,これは屯巻となって ,北方ve移動するのを見ることができた｡そしてかゝる飛砂の
%,ちつくあたりI,tは ,Inselbergらしいも(･Dがい くつかできていたO ここよD道路は ,アリゾ
ナ高原L･'Cのほる(,おそらくこの高度は 2000mちかいものと思われるO この高原両は道路tで接し
て ,寓岩の丘陵-100未満のもの-が .たえず･-7>られ ,また路傍では赤土が阜越 し,これvCシバ
草がか7i･D轄(,=1.一丈え ,所 K々放牧牛があそこに救助 ,ここに教頭というていと(て見られる｡ステッ
プとい うのであろうかO繋老壮いせ75で黄土とステ･L'プと'&結ひつけていたrJだが ,ここで見るの
紘 ,ど)もそれはかDで6-1ないらしい, こうしたところ ,ビーチスプリング,ゼフノo'トウという
インディ7ソの集落があらわれる｡LJ!諮rJこらるところ必ず樹木むDで ,ここがオアシスであるっ抱
木仁工こレで,Ulmus pall,ifolia の薬の小さい短である｡前述の中央7ジヤや ,西欧の並
木作,i･っているの綻 ,U.Davidiana(D姿か広い力の叛であることを参考まで(G=付言 しておき
たレ､,U.palvifolia姓 ,帆山県でも河原,DほとDVCちょいちょいある ,いわゆるコプニレと
いって ,幹vcコプのあるもC)であるD さてこのステップ地域 も東方Vこかもむくにつれ .凹凸ははげ
しく7J:D ,したがってCutting もひっきi)71-しくであらわか ,ついには一段と高度を+IL7:つい
('･=はぜた平押軌 つ卓越すること忙なる｡この平掛部こそコロラド高原である｡ この高原を 1時間余 ,
北vc向って走ればグランドキャニオンの有に逮する. ここで前述C)アリゾナ高際とこ(ニ∫コロラド商
悦と(′')漸移すふこうたiD ,すなわちインサ ィ7ソ部落のあらわれたあたDから,cutting の多い
一帯の丘陵つ植生cJ教化を見たレ､oそれはLfj:らくはすポチ･/(JCサイザルアサが目立っているが ,




ツの森林 となる-ウイ1)7ムス付近かO これに推力イヅカもわずかは混在する｡ しかし樹形はこ こ
で穂状'lL-なD ,高さも商い｡ この森林 も一時的で .じきとお り抜けられる.そ してそこにあらわれ
-18-
るの絞草本しっ密生する平担そこt)ものの草原 ,黄色の花が位勢で ,一面黄色にみえZ,ところもある｡
狩生とい うが ,全く地肌は見えない｡革か ナも5OnWくらいあるD串をおDて ,追ばたで見た瀧田





tJ'C木本がみられるo Lかしほんとに-iは らで ,それが前述のか(ヅカであるLl以上でこんな植生の
ところはサJlナとしへったらよいとかもうD この紫誹もコロラド峡谷に接 しては ,せた森林 と変るO
この森林の健勢種は7カ /ーツて ,径 50(7q以上もあり,高さは 10m 肴_こえているっそのほかの樹
木で(rIエゾマツ ,カイヅカ,ナラ ,ヤプサ1･/ザン左かぞえんことができる｡ この土蝦 もcutting
で見る阻Dでは榛めて赤い.
以上でアリゾナの植生 も終るわけでみるが ,J･Vt:首ヰ大きなスケールの地図女手)'LlしてD巡検で






-aDで ,もっとちかった結果をもちあわせの万作 .どう:/J▲'qL･教示をかねがい し/'こいDそれに椀物と
いうものは .季節の変化に鋲敏であるOそれをある孝肺だ持ちらっと見たたけで ,それが全部のよ





(岡 山 大 学 教 育 学 部 講 師 )
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0 人為的誘因 (伽一地下(つ石炭tつ採掘 )










(9 秒凍帯地すべ りでは谷の瀬 が長い期間にbた一,でか ころo
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同じように ,祖谷川左岸を対岸か らスケッチし,説明を入れたものが図 4である｡その推
定従断i如 個 5である｡かつて一度I-ltへってそり土砂か堆析した所に新しい道なつけたため ,
再び地すべ ljがおきたと推定される.,これ仏 ,ある恵味で人為的地すべ りと言>-Lるもので.な
いだろうか.Bt地点-/J･ら下かすべっていて,桁詣良:.かてきていている｡そしt)高さは 1- 2
,I!である｡
地すべ _r)がおきていLために .棟で石垣を築き .それを大 き禄金融で包んで保讃している
保護柵の中央が凸状と在って道･D方へ張 り出してい且｡また ,水を含むことか地すべ iJO 誘






























占 新 しい道 をつけたため ,粁搭虚ができ,それから下',]部分がすべっているO
現在の祖谷川左岸｡
このように推脚Lてみると ,祖も伸.j両岸比 ,こ･つ内,3どれかV:あてたtTiふようt,C思われる｡
B しかし,一ヶ所 しか調査してもLらず ･こ･?推測か羅;･在も-3かとうか ･確信は持てTtいo




































Ⅱ 手相 谷村 の人 口変動
1 はじめth=
徳島県東祖削 ｣村の総人口は 40年の国典調査に上ればdt5D4人 (男5.289^ .女も215人)
で女10【1人に対する男の割合壮 102･52と在っているO約5年後の45年 9月末の住民登
録人口比 5･404人 (男2･74ム人 ,女2･占58人)となD高い減少をみせている｡いわゆる
l過疎地域対策緊急抱厳法｣の適用を受ける地掛 こなっている過疎の村である｡
そして産業別人口構成が第一次 6118飾 ,節-二次 1d･占飾 ,如三次 21.4飾 (40年 )にみ
られる上うに第一次産業 ,特に鼓某に生産基鍵を持つ村であることがわかるOその出家の続営





世帯数 罪 女 汁
55年 4月末 1.412 5.9Ll5 5.C/J/4 7.919
56. 4 〝 1.45D 5.954 5,9ム0 7.貝94
57. 4 〝 1.420 5.984 5.7nd 7.590
58. 4 〝 1,455 3.789 5.7Lld 7.555
59. 4 0 1.475 5.720 5).ムn占 I/.52d
40. 4 〟 1.452 5.584 5.495 I.L;7Cj
45. 4 〝 1.4ム7 5.578 5.248 A.828~
44. 4 〝 1▲う41 5.217 5.085 a.7_.02























自然 ,社会人 口増減 (44年 )
自 然 男 ∠ゝ 8 5
杏 △ 占7
汁 △15〔〕
社 会 yj .£ゝ27 9
女 ∠○. 240
汁 △ 519






徳 島 県 東祖谷山村
躯一次産業 59_O 81.8
出 某 55.9 51.5
林 業 . 狩 猟 繋 1.5 1[1.5
漁 選 ,水 産袈 殊 #- 1.9 -
射二次琵紫 25.ム 1占.ム
鉱 業 0.5 rj.5
建 設 斐 8.8 l5.ら
製 造 英 16.5 O.4
第三次産業 57.5 21.4
卸 ,Jif , 小 売 業 14.7 ll.8
金融 ,保佐 ,不動産業 1.7 0.1
運 輸 , 通 信 業 5.2 1.4
電 気 ,ガ ス ,水道薬 0.5 ∩.Fj
サ - ビ ス #- ll.9 5.7
公 務 こ2 1.a
分 櫛 不 能 0.1 0.2
東祖谷山村の転出 ,転入の状況
trt次(つ表に示すとおbであるが , 一
内訳は転入 2 15人 ,転lJlLli 718人と505人の転出超過とTrっている｡ これを地域別でみ
Lと徳島県内が多く転入者では4割敏(7)95人 ,転出者では 5割弱の 2OI人とな19ている｡
県外でrl大阪府が特に多 くその他高知 ,香川 .岡山などの近隣県 ,兵庫 ,愛知7=どの大都市の
存在する地域に多 く72っている.例えは大阪府-の転出老壮 155人で 21.占多とかなD多 く
なってLへるO他の年との比較はできないが ,この数値に関する阻13からでは都市地域-の賃金
労働者 ,あるいは出稼 ぎに-よる転出がほ とんどであろうと推定される.その他の地域irLついて
もこれ らのことや転勤が考えられるが ,特に近接県では上述の理由の他V:縁者をたよっての移
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地域別移動状況 (県別 )(A4年 ) 地域別移動状況 (市町村別)(L14年)
転 入 転 出
男 女 刀 女
北海道 1
背 森 1
埼 玉 1 2
千 糞 2 1
東 京 1 4 1
神奈川 2 1 1 2
新 潟 1
福 井 r 2 1 1
山 軸 1 -
岐 阜 5 2 ら 1
静 岡 1 2
愛 知 2 4 50 21
三 重 2 4
滋 架 5 1 丁.｣ TJ
京 都 20 9
大 阪 25 15 80 5 5
兵 庫 2 5 29 I)
奈 良 ワ 乙 7 5
和歌山 5 4 ∠
島 根 /+ 1
岡 山 ?. 2 29 21
広 島 2 ′ー Z.
山 口 1 1
香 川 JI 7 21 15
愛 媛 1 9 7
高 知 8 6 29 28
.福 岡 15
_畢 崎 5 2
熊 本 1
大 分 1
転 入 転 出
罪 女 罪 女
他 門 〟 2 2
小松i;i // 1 1
阿 南 〝 1 1
石 井 町 5 1 2 1
神 山 〝 ? i
i-.群穀 〝 1
木 沢 村 1
ぬ 両 町 Li 5
宍 喰 〝 1 5
也 茂 " 1
北 FL ′ノ 1
藍 住 " 1
板 野 " 1
上 野 〝 ∠ー
吉 野 " 1
上 成 〝 ワ 2
市 幼 〝 5 4
阿 波 〝 2
相 島 // 2 1 5 ○
川 島 // 2 1
山 川 " 1 1
木 昏 平 村 1 1 2 1
脇 町 う 1 1
美 馬 // 1 1 1
半 D] 〝 1
月 光 " 1 2
穴 吹 町 2 2
三 好 〝 1 1
池 田 〟 19 10 22 14
LJJ 妹 〟 1 2 5
井 川 〝 5 5 ll 15
三加茂 〝 1 5 4 5
西祖谷山村 1 1 5 ヒ ム
･-55-
裾祖谷山村部落別人口変化 (任登LJrCよる)
4 4 年 5 月 末 現 在 4 5年 1月 2 0 日現在
世帯数 男 女 汁 世常数 罰 女 計
久 保 東 42 115 1〕ーS 218 45 loヰ 100 20li
･久 保 西 42 9109 92 201 41 95! 89I 182
久 保 蔭 15 44i ノ17 91 14 59i 42 81
夢 舵 7 1占 15 51 7 14 15 51
菅 生 日 柿下 25 55 l 57 112 22 48事 55I 101
菅生 円浦赤 52 1口0 110 210 52 107 117 224
菅 J-fiL]浦 奥 7 120 17 57 7 1日 15 J<7.
名 頃 L'19 1〔IBI. 84 1くプZI 4占 ー1〔〕5 78179
菅生蔭奥 Stj 70: 5∈卜T 12fi 1`1 77 60157
L菅 生 -ti:t'rI 52暮 82i " 148I 52 59 4占1 105上 目■5? 12■9 154 265 52 119 12ロ 25rT.･九 鬼 12 55 2ム ムー 12 50 2占 54
中 上 22 75 56 129 2L 占dI 52 11とー
急 ケ 二'd 19 50 51 1〔〕1 18 59 44A a三_
l 林 1∩ '27 25 50 10 24 2 2I " 1
ト -ー-.･.一一- - .-J 阿 佐 24L -JD 占2 17.2l 24 /36 57l2.5
rT 味 15 55 291 占4 21 59一.5,175樫` 尾 52I 150l l5Jl Zる4 50 0ー8L124lZf.2小 川 48 12109 221 58 1之5一丁完了2占
新 居 屋 .riD 山E78I 1Ll4 5Gl 75 占8 1`1
栂 の 蜂 7 22 21LIB 7 22 2[) 42f
上 釣 非 TO 79 75152 50 75 71 l4i`
下 釣 井 19 5∩ 52 1b2 可 47 49 9占
今 井 l5 54 49 85 ･4i 12 15 25
4 4 年 5 月 末 現 在 I ･1 5年 1月 2 0r]現在
世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計
高 野 50 75 6-/ 142 27 84 59 125
小 島 1^5 99 102 2J1 46 88 101 189
佐 野 20 49 51 1U〔j 2〔1 45 4占 91
和 田 50 95 99 19▲! 50 8占 95 181
大 西 21 ム2 ムD 122 21 58 55 115
若 林 54 1Ud lCId ?l2 54 lU′ 1G7 214
大 枝 4〔一 88 lOl lt王9 4〔l 78 BLrl 1dd
下 浦 Ll'2 97 91 1/8 41 84 90 l7I^
京 上 55 R5 ム-/ ll,0 55 71 ･(､U lち5
下 瀬 上 Cー 2占 =9 t=b 10 24 :,_{) 55
下 瀬 ~-ド 52 71 70 1L',1 乙2 dd I:9 155
棄 梗 波 28 75 7L) 1J5 ニ8 占^ 乙占 1うG
薬 枝 奥 9 21 2占 4-/ 10 21 ZL 44
輿 ノ 井 22 54 55 99 21 50 52 102
l# 合 南 56 l59 140 27t′ ･dE 118 l25 241
落 合 西 49 121 159 2J,D 48 112 124 25L
落 合 東 18 57 ′t,d l J三 18 51 59 9O
深 淵 15 55 54 占7 12 22 -50 52









次tで東祖谷LH村の部落別の世帯数 ,人口数の変化を.･検討 Lてみる.煎祖谷山村は 4占の部落
に分れるがそこつうち約 10ケ月の尚に増加を示 しているJ.A)はわずかvt占部孫であ D .それもと
く少数の人口増加でLかT=Ll.一1-方減少しているの(r159部落 (変化71-し:1部落 )で減少C)
仕方も赦減から放減-35でさまざまである､｡そC)うち特 に減少CJ激 LL′･i1滴 は営林署 ,元井 ,今
井 ,若林 (発冠所 ),採納 .釜ケ谷 ,菅生酢であk･O営林敏か特L/C減少が著 しいが ,これは季
節的TJ変化てあろうと思わ,TlムOすなわち冬期には林簡労働部 )lそれぞれ(/j居住地に帰還 した
ためつ減少であろうDその他今井部落が改源 していふか原E如ま不明であるO これ らの都政比い
ずれも県道から(riすれた急斜面上に立地 しているo これLr.t生活環境の不便さのため ,また生産
蒔盤が薄弱なた:,LJlに ,Ji満に便利Tl.都市部で苦労 して もと離村を決める:T)であろうと思われるC.
5 理由別移動状況
刑由別移動附 兄左裾IみてJH L｡ これ位よれば職業t,'C上る移動 ,すなわち就隙 ,転勤 ,松謙
t,tIよる転HL.jfl･かほとんどを占めているQ･7-して転勤 ,転菜 たど(a(-:Lって世帯主が移動するvDに
埋 由 別 移 動 状 況 (44年 )
｣
1 位 入基 転 出
男 女. 汁 男 女 汁
転 勤 , 転 諾 59 ld 55 l lUFJ I.i 127
就 職 5 ZJ lj 占8 dS 15三,
就 学 , 卒 業 1 1 .■1 lb 1ー '27
結 桁 , 離 解 0 占 占 1 19 Z〔ー
1世帯主O移動に伴 うもの 70 46 lld 207 lB8 5(75
Iそ の 他 i 15 15 2ム 占 lO lb
伴 う家族の移動も多い割合!･uYってい,7_,｡-fIの他社全特有の老令 ,柄気による移動が少数なが
ら存在 しているO こ6-,うち就敬による転出の割/rTか同年令の者の数V(C比べて高 くTEっているか ,
これは地元(,こ就職するところがなL^からであるO との若年噺の洗他姓地域社会の崩蛾を表 して




措 某 別 転 け. 状 況 (4 .^午 )
転 出 前 l 転 出 後
刀 女 .汁 輿 女 計
戯 菜 58 19 57 5 5 8
林 業 , 狩 猟 某 L!8 1 .19 7'J4 lJ 5L,175建 設 業 21 4 フ E. 1 4
製 造 業 1J 7■ 占 152 azi 25占
卸 売 . 小 売 某 7 占 15 19 ld 55
迦 輸 , 油 伝 某 4 1 5 ll 1 2ー
サ ー ビ ス 諜 '-占 18 ミ J. ld 45 ()llL5公 劫 ~14 い~一T -Ll /:L 15 □
で く⊃ 他 251 ?.'ム=L1.li ｣11J- 77 1′ーu _'157
転出者で仕:_liに従･iLLでし-I:･jい宕Gj移動
罪 杏 暮 計
学 生 21'i 14I55占 三9 7J/. ●75
ri<- 那 2 72 7Ll 0 -/占 7/)
老 令 A 5 ウ 4 (, 10
病 気 1 う ～ 1 5 A






































年令別人口比率 ( 4 0年 )
徳 島 県 東祖谷山村
0- 4才 7.5 8.5.
5.- 9 〝 8.a lil+ち
10- 14 // ll,0 1:､.占
15.-19// 10,5 5.7
20- 24 〝 6.4 5.A
25～ 29 〝 8.7 6.2
50～ 54 // 7.8 7.7
55- 59〟 7.9 7.7
4〔】- 44 〝 6.5 7.8
45- 49// 5.ち 5.0
50- 54/I 5.1 I4 ′l
55- 59// 4.ム 4.0
占G～ dL!〝 4_1 5.5
ム 5- 89/ 5_5 5.1
70～ 74 〟 7.2 2_5
75才～ 2.9 50
計 100_0 100.∫- _｣
年 令 別 移 動 状 況 (44年)
転 入 転 ヨ
男 女 計 男 女 ; 計
ロ～ 14才 lA 5 19 L17 47 94
15- 19才 20 16 5占 l9占 129 525
20- 24才 55 Lf) 占9 40 59 79
25- 29才 15 1D 25 25 55 占0
5O- .54才 12 TJ 15 54 24 58
55- 59才 10 1 ll 22 15 55
4ロー 54才 22 8 50 28 12 40
55才～ 4 5 9 10 12 22
みることにする｡前m',=ヲ考を示 したがこれによ･J-･Lと転入者では 20- 24才が多 く ,転入者で
性 15- 19才が庸端に多く在ってhZIo転入者のこO層忙転勤によるもので去ろうと思われ
るo転出者の 15- 19才の層の着払学卒%FL,款軌 こ上るものであろうと思われるG
5 t と め
日本経済の急激な発展性産業構造の矛盾左生 じさせ.特に山矧 =^集約的に薪在化させその地
域住民の苦巌をますます深めてれも｡搬村できたい･住民層虻ほとんどが零細不安定兼業を営ん








(′J､ 野 利 朗 )
Ⅱ 神 谷 の 農 業








は最初そばをつくったので rそば山｣とも呼ばれ ,翌年に咋ひえを,7%'らにだいずなつくD .5作
かすむとみつまたを植えることが多か.,た.みつまたも三脚 .tど収かくすると地力が衷えるので ,
ふたたび山林にもどした｡おもに杉を植えてしヘム｡ しかしこのみつまたも以前から栽培引 1一ていた
もので抹なく,1897年 (明治50年 )ころに移椎尊れているので本来の旋畑拭 .食料生産たけ
-41-
に使用されていたといえZlo旋畑だ家から遠く,労働も激 しいので .現在では放棄され山林化 して
いる｡ てtた荒れ地 とT=19でいるところも多し､o
(衷 1) 恐作物#,培比率 (PL.J41150年 )
作 物 酢岨'61山村 東祖谷山村 作 物 西祖谷山村 煎机谷山村
…一.水 稲 59 5094 Je-つ まレ､も 99tJH/6 99
大 麦 50 じゃが レゝ も 9977つつシうム1占5I
裸 麦 9ー さ と い
小 麦 RLt 81 ･r= 1 ム9
とうもろこし 70 dO 1. き ゆ う L) 1 5599l I
あ わ 657844 32 か た ち や
-,q ひ 84 た レヽ こ ん
そ ば 70 か ぶ
大 豆 87 ご ぼ う
あ ず き 77 に ん じ ん
た ば こ 79 J ね ぎ
Rl75和50年0位作物哉培比率の蓑をみてみると,米麦 ,さつまいも,じIT･かいも ,だいこんなど
食料出作物技いすかJ)村にもほとんど,どの戯家i･'Cよっても栽培されてお D ,食料-lr確陳 Lていた




こについては ,文化 ,文政 (1804- 1829)のころに結束祖谷の京上でお歪たば こが知 られ
ているようV-,早くから判増され ,人の肩によって運搬ざれる商品作物として ,みつまたとともに







-Toa㌔ 窒 東 祖 谷 山 村 西 祖 谷 山 村
､㌃ 蒜､ -ミ 職 和己5年 59年 42年 A.5年 昭 和29年 剛 和55年 59年 42年 45年
-水 稲 ム0 48_9 Jl6 Il° 51 dD - ′18 48
148 150 197 197 149 - 20口 'ZrJJj
陸 稲 7 ll.5 15 1_I I+ 7 - 15 ll
110 100 192 1.?.1 llG - 178 12占
小 麦 19 - 占 ノ1ソ1 19.1 1う - 7 ln245 178 199 1す う 1ナミロ
ヒ ー ル 変 - - 0 - - - - -25〔】 -
裸 麦 2'}7 178.7 171 1日巳 11∠ユ､7 17占 - 114 l.??
20() 150 15Fi 1.18 211 - 15口 159
さ ゆ う i) 1 - 1 - 1 - つ一■1-/□口 -1三LL. l7ロrl 15.LlrJ
と 盲 と 0 - [11.lit;.lj - - □ - D --.■10nLl 1LH〕(〕 155r)
V:ん じ ん 1 1 1 - - I - 1 -
1〔J25 80[ー 55Ll - - 102.`5 - 5lI.Cl -
き ゃ ベ つ 0 /1 1 〔l ld7｢ 1160 - 1占5(Ljど,LL_lT: - ll-)DU - うLOL:
結球白 菜 l - 1in)LT)D 1 - 14DO - ′｢⊥180r) Ll,i)1500 2/CIロf -
大 根 ll - 10 - l〔)./:i ll - 10 -1227 190n - 2〔)/3Li l85
大 豆 4占 55.^i 2日 2_,l 15_2 52107_ - 2L7 259100 12【〕 llU 与5 - 11t〕
小 豆 52 ZL8 - ∫ '22 - - -
1〔ー5 10Ci - - l15 - -
甘 清 71 .105 50 - 1718.7 97 - 54 -
1三'62 85〔l 12'9O - - ll,i.575 - 12ウ【〕 -春馬れレ､しよ 55 L1_5 ムrl TJ占_9 ら占
1051 700 l2P,□ - 1155 - 128□ -
く D 1 - 5｢〕 7口 - D - 占う 14〔〕
1 - 1-/ 担,占 - 1 - 18 -
こんに JP,く 51口5L】 - ,44 - - 15 - 15 -127〔) 112 12.0
た ば こ tL1 45.2 - E,/ユ - 58 - - 18
178 259 - Tf 2 5 1 - 201 - - 25占
145--
盛行を助長したと思われZ. 又多くの労働力Ii_.必零 とL,他の作b T:,二比べて労働生産性が低いo L
かL.再発刊下の葉たばこの栽培は ,ばし1しょう金か確実に入手でき,しかも手持ちや金はなくても
栽培が可能であるところから焚盤に虹好て吾の作物であD ,他作 ,代替作物もなく,しかも貧農の
多い西阿波でその自然的条件を利 Lて濃 く ,かつ広 く集たばこの我増がつ･jけられているものと解
すべきであろう0位近で吐 ,ひじように減らてい/p.それというCT,も比較的多 くの労働力を要する
作物であD72がらも,山間地特有の労軸力流出忙ともなレ､漸次栄過の傾向をたどっているO京上付
近で(t:i,10年 ぐらいせえからほとんど放棄されているO タ,くコの作付をみてみると .2月に酋拓
に宙-,hJ,'えられ ,5月∫-なり本如-移され,8f='Cか9とられ ,20日間 ぐらい天井につD ,'&･そ
T)され.らoそして調卑 し,納仰せ 12月ころである｡点上付近で(ri,納付所が下敵であったが ,学
校ができふということもあD ,今では一宇Ijrかニト.'てしつるv l反あたりC)収入は ,14- 15万円
,とい':ことだが ,何 -Lろ労働力を必嬰とするため上記の理由によP ,今ではなされていない｡東祖











(寅 5) 養 蚕
桑園両税1Da 脱背戸敷戸 掃立瀬数箱 収 葡 Jt-liL kg
総 舟 10a当D 1箱当D5-0十5
東祖谷山村 耶和 55年 4 5 占 182 LI5.5
4二年 0 1 2 占9 0 54.5
西祖谷山村 昭和 55年 75 50 占5 1712 25.5 26,5
-44-
? ? ? ? ? ?? ?? ? ?? ??
′ ~
して丙細谷で托 ,醐n55年と昭和 45年と比べてLふえでいることから.最近ひじょうt,Cさかんに
てみると.東祖谷では ,水稲托 ,作付両税'ほ 占□haから･三占/'aへと減っているにもかかわらず,lO
aLT,たD収種ilLでは逆に増加している｡西祖谷にかいて も同じような傾向にある｡ この点集約化が
すすんでいるようL/C-[患える,ノ麦粗で姓 ,撫麦/･J,さかん結枕培されているが ,近年わずかではあるか
減ってい;-1｡小安も械 bつつあD,一般に讃軌 工蘇-,てし′ゝムようL,.あるOその他 .大豆 ,廿しょ,
春馬れいLよか4,く栽培されてL,て主食をかきな-ているようである｡野菜類(r:[, 1反あたDの収
睡如 上ふえ-L'1,.リ ,これからの作物TJ,亡うである,J光蛸軸て虹 ,くi)C)変化-止みてみ/bと,船舶 ,J5
年の Ihaか ら職制 J･5年の L/qil.,Lと急奴にふえていふことがわかる｡西iL･/fTにおいても何様,.i)こと
かい,{:1る､.これ比ひじょうiてけんちょであるC._甫幽谷に･[ノ小 てるTt,今までは個人で就培-されてし,,た
が ,蝦近(ri国牡に1-･7°パイロサト群等L'･_r)もとに薬園が-J･くられた りして ,その結果さかんに軌増さ
れるようにたった ものである｡.
(表 4) 販允耕 l位 の鵜作 物 別は変数vJ百分率 (19bS)
棉I 菱餅 稚芋類野菜節果梅柿工芸作物払 木i 左膝 その他〇番虚 粒 査 十＼■他 放棄{D組数
空 目亘 0 1 22079l1 1 rJI巨 】 14 口.5 ′｢∫_1 5 9 jT)西祖谷山村 ｢ .T+0_515Ii ■ 2P. 71
(蓑 5) 1,t軽 業 粗 JiF 産 祈 (単位 10万円)
野菜 巣町 議 I種市苗木 響 !餌 畜産
5t. -｢ pTD, LJ ?lS 1 57




西祖谷山 村 昭 55
栄 麦類 祥穀1豆梼 I芋短
占L/ 1∠｣9 95 ll.ち
占占 ｢
次に比 ,販売額 ,戯菜粗生産節の面からみてみると,東祖谷 .西祖谷とも工芸作物i/C依存 してい





ように ,数J/f一献まで4-･t肉牛を多くか-'ていたが ,蝦近それが-ってきて ,5- 4年-生えから乳牛が
かわれたした｡事実源('C恵まれた頚掛 であるため ,それを利用した粗飼料を主体に乳用牛 ,肉用牛
∫
(衰 6)
乳 用 牛 肉 牛 豚
束祖谷山村 戸 数 - 10 55口 570 1 :]
疏羽数 - ilo 5日? 45rJ 1






.かかわれる(つも.もっともであろうO最近では ,凍板谷rLかV･て結 ,久保蔭地区での草地改良邪菜 .
あるいは ,内山地区での収得,!イロサト茄範等に上i)どんどん草地,1Ji造成-され .それにとも別,､乳
午 ,和牛が導入されている, このた叫 旺 乳牛カ'ふえて きているO又去 るより蔑視i'iで結,題弟 も
さかんにかこ'f=わTILていることかわかるっ
租税′二i-いては ,Ei捻出家か多く,品軌つ故老と主,わせて安定増収を仕からなければならTL･L.､
又水田面掛 ･亡ついては ,県道 ,PL,Ya道吉野川北岸出凍用水等の工lJrt,でエ9減少が予想されているO麦
･klで打 ,諌麦かちか/A:C油槽音かでかDあまb教化はみられないようも しかしここでの裸麦Q･1品
罰等か悪し･ため将来tiビー′レ変に作付艦換するELlとが計画されている｡小麦妊現状とあまDかわら
ないようであるっ雑穀及び大宝寺 もある程度栽培ずれてけいるが ,これらは自給用(I:,域-1上すぎず ,
これから(,iL山間そ-さいや籍産等Tiど,有利孜換金作物L/C切.bかえられていくそうだ.そIさいにつレ､
では .夏期比較的冷涼で夏そさいの載増に適してかD,従来も栽培がこころみられ良品が生産され
たが酌 む形成までに,至らなかった｡ これ代や結り交通轍鮒の不便なため .流通部両が効率的打運用
されたかったためである｡特用作物のたば こは前にもい､ったように構ばレゝ且つづけ ,Gl･近刊-1労働
力がいろことから放棄され液少 しているoそのため .束祖谷では ,金の入13やすい,土木労働つま
り原始林をきったD,河川 ,道路の改修工弔,などに従耕 したD,又出かせ ぎにでたDして .過疎地
域としての現実を示しているoそのため京上付近で拙 ,米や野菜をつくるよDも累って食べる人々
もふえでいろようであるo これからの祖谷の虚業をいじしていくため拓結 ,股近おこなわれている





(矢 吹 謙 郎 )
Ⅳ 花 谷 の 林 業
1 枚 軌
東祖谷川 寸の森林而鍛仕表 1を見てもわかる⊥うiJI21482へクタ-ルで .全面秘22.85t,
ヘクタールの実に 94口蕗を占めているO こr･3ことからいかにこの杓で比林野両者Lが広 く,林
課がこLT)村の経書削′/:絶対的TJウエートTJ,i･占.めてレ JE'ことか容易にわかるたろFJ｡
謎こ 1 土 地 利 用 つ 状 況 (単位 JLa)
田 畑 如 圃 地 I章節 野潜適地軒 高嘉畑 桑 畑 果桁盲て首 領
i:,2 森 林 形 態
19ム 5年&･箕 七 ･/サス
その内わけは国都†t1777ヘクタール ,私有林 12,日 シムヘ





表 5 保 有 山 林 規 推 別 鵜 家 数
総 数 0.1-1lziJ 1- 5/氾 ti-1OITa 10-20hzl 20-5Oha 50ha以上
19ム5年出雅七 '/サス
1アール～ 1ヘクタールまでの所有者が 2?-8倦 ,1ヘクタールから5ヘクタールまでが
54.1帝 ,5- 10ヘクタールが 9-2多 .10一タタール以上か 占･1留と72ゥてお9.17づレ
-J17-
か ら5ヘ クタールまでの ,いわゆる小規模常常の脚が圧倒的に多い｡i=･は りこJlは昔の地主 と
の関係が深く,昔庄屋とか地主であったものは現在 も所有両群は広いO最も広レ}ものは 8Uへ
ク.19-ル以上L,'Cも登･DでいるOここで ,その内 ,地域外所有者が 9 5戸あD,その保有する而
机は 2.占5 4Jlaで全民有林の 20 8帝を占めてL,ることもみのがせT=いととだろうo
林業就其者の動向は昭和 50- 4□年にかいて 1.1i7名減少している｡盲た中学卒業者の
うち村内在住者は海年7与賂前後であD,若い人は殆ん とが出複に三重 .岐阜 ,鳥板方面-林菜
労務者 として出てt/1ることなどか ら林業就諜者の老令化の傾向が現われ.こいる,Jこのような就
業状況7T=どから生碓活動は 25名からなる労勅&.'Z斑を組織 している森林組合が中心(,Cやって
いる｡ しかし労預者の不足か ら ,労稗淡紘有名無実TjC在って卦D,必管な時に組合長をかきあ
っH)てまかなってViあのが現状であるo以上の .Lうに木村にかける林業がゆき-)'1り状態にな












讃 4 : 生 庄 状 況 の 推 移
慈 材 蘇 木 炭 しい た け
PT純一王lA丁年 55.9lJO〝〆 75DIか 7Ut HJ,E3/;g
55 29こUf_0 1.1〔)D 100 2dd
58 28.2dC O 9d 186
59 29.1〔】0 0 dO 910




8割近 くを占め ,ひのき .ブナがこ.わに続いてレ､右が ,これ らは 1割にも達 していない.杉が
圧倒的であるのはやはD土質にあっているのであろうOそ して素材の仕向先姓 ,用材としては ,
徳島県原木市場- 20虜 .愛竣県三島市 ,及び川之江市-バ′レブ材として 70多 .特殊材 (ブ
ナ ,ミズノ)10割ま京阪神へ出荷されている.又 ,こ,D村には .諾要 と供給のバランスがと
れ夜し､ことから魁材加工築者/はなく.徳島市 ,池田町 ,香川県及び愛姓県よD製品な購入して
いる0
第材以外の林産物 としては ,しいたけ ,木炭 ,薪 ,こうそ ,みつまたなどがあるO この中で
特t'C力を入れているの比しいたけであるo この地域紙従来 より天然8,塔の しいたけが若干あっ
一･48-
たか ,昭和28年頃から種市cI)普及1.,CエbLレたけ栽培の方向に進展 して ,2_9年に生産戸数





上Dtiけ山が増加 した為 ,由の対策として人工逝林か行われ/L'ようになった｡ こCr-)村でも例に
もれず人工造林がなされてきているO特ケこ44年､ニ徳島県池田炎林水務所が出した凸林藁振典
計画,D中で ,各町村ことに伐採且に合った造林を行 うことを示しも そのEl的は ,拡大造林を
重点として補助 ,融戦 .分収制度の活用によiO,昭和 LL〕年度末までに ,町内民有林C)人工造
林を 70多とすることであ少,その方法比 ,偉良種苗の確保 ,造林技術の向上-/i･虻かD,当面
5ヶ年の造林計画に上って効率的Tx人工造林をするとめる.
さて衰 5･占虻東祖谷山杓cJ造林計画とそ= こ対する実鉄であ7_,｡ 一
乗 5
現 況 臼 擦
森林 両 税 昭和 く2年末 人 工林 人工林 率 醐 仙 n 年 末 . t1li和 占0 年 末1人工林面夙 人 工林率 人 工 林面8-l 人 工 林 串
戯林業振興計由 (池Fl袋林事故所 )
衷 占 造 林 サ Gi.
町:和44年度計画 附和 4′一年倍額門 計画t.IT対する達成率 - 44竺蒜 T
再 紘 1ー 才ー'-T 紘 再 紘 人 口林 串
L )内は 4う年艇末人工林率
免許策振興計画案掛必
実軌 土44年度分しかないが ,これをみてみると,達成率托 158･2%と計画を大書削く上せ
わつてレ､るOそして人工林率は50.占蕗と前年D4614%と比べ 4･2留も増加 しているO この















雑的活用畑 工か右など(′つ視点にたって計画されたも･73で ,この為 ,木Tl発け次の4つのTli菜を
基本プラ'針としたD
(1) 経営基奴くつ充実
-&村に拭 ,大正 10年に入会林野を整理 した村,F.駿L?部落有林があるが ,こ:.つうちム07





I,つ密度 1･09mである｡本邸薬で奥･7)井線 1.7dq,T!.大枝線 1.0-i0m ,佐野線 8Oum
',i･開設する｡ ･
(5) 斬本渡偏の高度化
州 森林組剣,Cti2班 25名の労務班があ9年間態材 1.200秒･の受託をしているが ,この
労砕米に簡易索道 .チェソソー .トラゥク等cJ僚械装備を･なし,地区内素材生産混 50.00口
7nBcつ 1ち射て当る4･D0n脚を受託する外 ,造林については ,下刈株 4台な肝入し,現在
45haの･受託左 15haまで編める,
(p) 本村のしいたけ生産髄は ,年間 ,生 7801･g.乾燥 1501gであるが .この品慣性良好
であり.気候条件もよく,原木もきわめて豊富であるOそこでこの生産地形成を目指し,
-5n一･
5協業体 占2人が主･)こ7tって生産施設を虎促 し,乾燥 しいたけ 11.2501･9.生 しいたけ
4･500kgを生産し .生しレ､たけは地区内使用にあて .乾燥 しいたけ虻 ,森林組合を通 じ
て ,阪神市場-出荷するO
(4) 協薬の推進
前記各節集を円滑tI'C行なうため .組合労動跳LD連結用*- トノくイ 1台と.測地等具一式を
僻入する｡
以上がこ/Jj非難の基本方針である｡
Ⅴ 交 通 路 の 変 遷 ▲
束祖谷山村は ,四国の中央 ,剣山,J山触らに抱か41:i,東西 24-2払 ,南北9 11･P,･の完全な凸字
形をした横式的なLl_t村であるQそこでこの村!,-訓 ナる .各 こ谷とr.;D交a･.-I,古来 ,tiJ迫･/-利用する
はかなかったO村から外部に出で .･,くのJ.I-1峠越え-1l･Lモi一九仕7.らず ,部落問の行き来 も山道左上
I,たDかDた13してレ､たOそLJjような訳で峠道は ,こ _,fl∴も､ける荘重7T=交通路であった,Jそこで
これから峠道を4方面から眺めて見7_･.｡
&)西北力 (水ノロ峠 (1,lldm )
～
t
落 合 峠 (1.519W.I)
按 教 練 (1,L12 1m )
水ノロ峠は ,今でも小祖frの人々には ･^切モ出航でもD .又相当昔から使われていたことか
想像されてレ､るO浅数峠 と落合帆,:i,古来 ,缶畦.+Jらつ塩の行商 ,i)i,I,Lは ,隣村の加茂村 (
現在の三加茂町 )まできていた塩を村民がか .^･t/r行毎帰 りす'1時など特に韮要TL道でLT).Dたt,
i) 東北方面 兄 の 越 (1.105m)
小 島 峠 (1..日 5〔りlJ)
rjiC_つ越｣は剣山oj北中腹にあ9,穀も古 く多 く使われたといわれてい7-･O｢小島峠｣kt全
く菅生 ,名頃の人 の々ための峠とレ､ってよいだ'ろ) ｡即ち落合以東の人々はすべてこ'D掛'(よ
って里分の地方と交渉してきたのてある｡
① 両方面 京 柱 峠








って .谷と谷との交通壮非常に狭 く ,又 ,他村に出る把比必ず 1.00cm以上の峠をこさればなら
JTいという不便さであったo Lかしこのように不便であったこの本にも.交過上 .かっ舌的なこと
がL･こった｡す複わち大正9年に完成した祖谷街道の開通であるO この街道拭 ,三縦 ,東西祖谷山
の5村組合平楽 として ,姐谷川の北掛で幅 5mの道か作 られたものであるOそして現在では木材を
満載 した トラyクが〔†んはんに通 D.又 ,池田から毎日5回の往復バスが通ってレ1るO これrLエゥ
てやっとこの村にも近代文化が入ってきたのであるo
iJ (菅 田 徹 )






現在昭和 44年度から適用された山村振興法の計画が進行 しているo LかL.現地の人はこれら




昭和 45年現在の状況をみると,農林家 1戸当Dの所得は 525.000円 ,1人当Dの所得
は 87･000円であるo これは同県平均 815.000Plと奇比べてみると占4.5頭 ,1人当D
県平均 188･000円の46･5解と凍めて低hoこの戯林家所得を分析すると典薬 21.5番 ,
林菜 58･0飾.その他20.7蕗と怒っている. とのその他のなかには貨労働者としての所得が
I- かなりの割合を占めているO現在県外に 500名の出稼 ぎがあD,それもほとんどか半年以上
152-
である｡ この琳自体 ,'S細T1-地域住民の実膚を示す ものであろう｡
2 社会的条件




聯和 4 (1年国勢調査による就鞍人口は上記の Litbであ D ,筋一･次産業比率か全W.･よ9商い
の紘地域の特性を示すもので ,その大乱分は鼎林品.労-#者であるo
さ Lh一 朗 政

























































～三郎p-;I:串境線が唯一の交通路-(:あるDその他 ,林道 .久保～大杉線 ,見ノ越卵速林道などが
村外に通じている｡
現在計画実施されでハる林道 ,深淵～落合線 .阿佐繰,熊谷線 ,風呂の塔線 ,笹～笹上線 ,











動力桝転倣 42台,動力噴茅畿 11台 ,動力散粉機 15台.もみす9枚 15台 ,脱穀機 85台,








併衝IKおいて国 ,県の助成vcI･A .そのnlI(I-らから丘陵両に小規模草地造成･gf箕を行71･い .乳
牛の飼育で担当の成果をかすてしハムO この実掛∩上iJL:適地を求めて乳牛(O飼育の指番を行なレ､.
また ･一般娘熱 ′こti･肥育牛を生産させることにエD辺地の盤業o所得の向上をめざしてLへるQ
彰馳 C)荒島に対 してはそれ左桑園('=転換Lて強敵㌫{'i常.むよう指番 ,努力7TJi7Eされてし1る｡
林部は本地域の魂敦な産業の 1つであること仁木地域cD地形の特異性からもわかるであろう｡
哨和 4 1年度から45年度にかけては ,柿-X=柵追放音卦 穀が実施され .あ1;i.程度の成果をみて
vh-qo (林美称道政善心案の詳細i･淋 業の項で速へられているので省 く )現時点で比 ,こ(j
-lI'rXvcついては ,一般的(･'Cは次のよ,FH;,7=評触-1lllているe結果とLて結 ,伽易索道や トラ.,ク,
そして,しレ､たけ生産舶係(,jスプリンクラ-FEとの諾意触 ,施設と林藩か残.,たということで
あ7-loつまり,LLJ,たけ生産では収擬と出荷こて子RbLl-`か-/,.i;すぎLT,わDVCQT,t他で日敵いなどを







J .i]f 菜 名 水 菜 主 格 !r 内
帥拓バイロサト棄園造成耶業 徳 島 県 新穂 1120/1a
造 林 郁 夫 寵板谷森作絶命 前轍 1∩40Il.7
桑 園 造 成 部 菜 乗 組 室山 村〟 作付転換 25in
山間疎菜 集落鮮血設怒tJ,;莱 索道 三毛∈850m

























自 然 公 園 の 鞍 僻 計 画
地 域 I四 容 緩 筋 (単位fP1)
蘭祖谷山村 深淵テ ント付 70ロ ^5年度
深 淵 歩道改良 ,新設
東祖谷Ji体r 遭難小鼠新設落 合 峠 50ー)
寵祖谷山村 同 上 l.ClOO '1占年度L7
深 淵
束祖谷山村 剣山 - 三鎖 899
深 淵 縦走路艶備
西祖谷山村 1,400春 ノ木 尾 タ■ム 公衆便所
屯 ケ 岳 歩道新設 1.0〔)D
I松 尾 川 500
束祖谷山村 深淵テン ト村 500
深 淵 歩道改良新設
寵祖谷山村 駐車場新設 占.〔lOO
見 ノ 越 峠
西村谷LH村 5,0〔lO国 見 山 里山道建設






③ 祖谷温泉の開発推進 (温泉利用施穀の建盛と似合道駐車場の建-#整備 )
6.) 祖谷浜谷(D主袈教範地区に散私道を辿設すj=o
参考までに 45年度(;_r)鮎光客の数をみるとみたつものは .大 .小歩危 50万人 ,かづら楠
9万 8千人 .剣山 (祖各コース)15万人 .触 iJ(一宇狭コース)7万 .剣山 (穴吹神社コー






木･ト]･は広大TE面5'1-tR=加え.人家qj散在 .交通条件O不備 ,その他の条件から小学校 4校 ,中
学校 4校を詮位 している｡ しかし.般近壮その児蛮生徒数が過疎化を反映 して減少が著しく.
従う和 45年中学校生徒総数 585名 ,-'L-して職和 48年ケこけ 4ム0名.即3和 55年t'E!Ii257
名と予想-3'れているOそのため各校の規模か小さく7j:i),教育i'L支障をきたすことが明らかで












交通 ,通信の薬僻(i:よD村内の生活性急連な変化Trみせているが ,その一方では生掛 こ直蘇
-57-
した施設等の37_ち遅れがめだっていふっ例えば ,し尿処坪 ,ゴミ処確 ,火葬場などに関する施








と変らない収入の得られる簡潔の推進 ,榊光軸発 ,そして直井では ,尭蚕 .開拓禁固の増進で
4.)ろうO ,
l
(森 康 成 )
l
Ⅶ 神 谷 の 民 俗




































i絹 宗`であった所作天理教 ･無住教 ･金光致そして創価学会など-/J'持ち込まれ ,それら(′こ入信
する家があったことである0.か大弼削まクジを引いて願総D(･'C部落の人 が々集まる家を決め .
引き受けた側も手元の持ち合わせ,.4=より盛会にL･lH),規模を小や'くしたDして剖膚の親睦な
ど 図ったものである｡ しかるVT:このようなお伊勢齢vTしろ ,か大師Ja(･てしろ一部痛単位の仲間憑,
誠- 酢- が崩れたこと(.rtそれ自身 ,昔からm祖谷C)特徴でも.,た自給自足の地域的結束 ,
社会的生活の変化の証拠となることを否めたいlG')で扱なレ､だろうかっ
5 信 仰
東西両祖谷山村には東よi)円福寺 ･典福寺 ･安楽寺の5利が存Lているが ,この他vC東祖谷








寺 の 名 壇 家 と な っ て い る 字 名 字の数 所 在 地
門 福 寺 菅生 .久保 .落合,西山.名頃 5 窯祖53'LJW ■菅 生
LjTt 福 寺 菓枝渡 ,奥ノ井 .下瀬 .東上 .大横 .若林 ,元井 . 15 同 村
和田.小島 .佐野 ,里之江 .高野 ,今井 京 上




o 非 福 寺
京上の東の端 ,県道FJ右手vCあるが i一見してお寺とは気付かずV,C通り過ぎてしまうで
あろうCそれほどか寺らしくない建て方であD,民家といった方が近い(図1参照)0





















d 人の一生 - 葬礼を中心忙-







-L'いる道具を持って外へ出 ,庭に一度 .棺を虻いて拝むL,そして ,読経:-済んたら柏LT)回Dを
左回i'yr_5回-:tわってから棺に先棒および後捗を当て,荷うようVCする｡それから四万枚を先
頭に行列が基地へ向けて出発するのだが .その際 .御 こ当たっている7人は屋敷を出る号では
r術守9｣と言って三角mrL焚字を個いたものTE召如こ付けなけれげ7ヱらない, この程の者 ,7
人というのも珍らしく.岡山県などで酔卸 -'見られ･ちのは 4人であるか ,祖谷地方では位牌持











でL7h,.,たと言 うojlつ{),祭は lつの氏神で春 ･夏 .秋の5回行.l'わかて;h･り ,巾でも特に秋















元暦二年 (1185年 ),鼻息の軟いLh=敗れた平家の若武者 ,越後守国盛 (門脇中納言敦盛
(⊃二男)は平家の敗戦船忙釆 9遅れたとき,その手勢 .208余酷を駆.,て志度 (讃岐国大川
那 )vc馳せ向かつたが ,源氏の軍勢わずか80余掛 通 いまくられ ,白鳥 (敵岐囲大川郡 ),/L-
めがれ ,卓らl.{水石庄 (帯岐同大川部)tlr渡り,rJち.大山を越えて阿波に綻いD ,三好郡井
内谷を伝って細谷LUへとはいったQ この際 ,国威が安徳天皇を供奉 しまつったこと壮口碑に伝
わり,その古跡また諸所vc存 していろものがある｡天皇御巡幸の際 ,御装束あらせられたと伝
えら7L'る装束石 ,御鉾 を立て享せられて御休息あそばしたと伝えられる矛立石 ,御赦 し冶 うた




こうして .平国威はその手勢 と共に元暦二年 (1185)の極月晦日(年号は文治VC改元さ
れた )に祖谷の大技にたどD若き,岩瑞内で越年なしたO門松を立てようKも材を得ることが









人 I々Z)名の下に r男｣という字を付 した ,つまi)八兵衛男とか十兵衛男と呼ばれる(Jは ,この
併営の名鉄9であると言われている｡













ら成っており,それらは大体 .三角形(=領 点の位庇咋それぞれ配配されてい7-1｡また ,拝殿の
傍には安徳帝御火葬の地と言われる窪みが軽の木立tだ抱かれるようi,Tある｡伝説C)とおi)とす
ればまことに神聖な地ではあるO











o 徳島県文化財専門委員会 ･祖谷刊行全編 (195占) : 姐谷 .
o 小西国太郎 (19占5) : 秘境祖谷物語
O 文化庁踊 (1969) : 民俗資料調査収典の手引き
o 藤沢衛彦 (195占) : 日本民俗伝説全集 幾8巻


































































宝暦九年(a ｢祖谷山旧記｣か∈よると,江戸時代 ,祖谷山Il:は5占名があ9 ,8軒(.7｢御足敷｣
と称する雀斑とその家来vE:5る r土居｣と称する人達に とって支配されていたOそれを総轄す
るもL･:,としで ｢碁東名｣ V(C音多腺内のい･bゆる ｢政所｣かあった｡
･爵多家(･Tl天正18年に｢刀狩｣で弾圧を加えた(Dで住民が怒った①を一字の北六郎三郎 (後
のfT一冬氏 )が討伐し.,祖谷fL･鱗有し.また兜永5年に渚合名 .大枝 ,釣井 ,今井 ,一字 ,今窪 ,
平 ,-di末 ,尾井ノri,,CI19名の名主等が紛争を起し,それを通 じて山谷全体(rc係る名 .令:-F_以





◎ 凍所胡･'ei山し,38士 8屋敷は lI
q 恕祖谷山の菅生 ,阿佐 .久保 .西山









1年から5年間 ,下男.下女 ,として車公せしめた｡また下人といって御零敗 ･土居vc奴隷の




さらvc,例えば牛馬 1匹忙つき銀 1匁 ,臓椀 vT15厚 ,庭むしろ1枚につき1分 .その他新しい
活迫-Avr.運上がかかD百姓連は苦労したCだから天保 15年正月vcは祖谷山｣敏が起って落合
の土居 ,与多寄をおそったというような事件が起った｡
今 ,阿佐名(8屋敷の 1つ )忙ついてみると阿佐名は 11部軌て分かれ .こ,vlうち占部掛て
は土居があD,残 Dの5誹蕗は r御家敷｣である阿佐策が直材してレゝたものであるn
◎ 阿佐家の部落名および土居の氏名 (明治時代)
九鬼 ,中上 ,鎌ヶ谷 ,阿佐 ,古味
林 (河佐態哉 ), 樫尾 (阿佐元吉), 小川 (阿佐竜三郎 ),
新店藍 (阿佐三郎), 大西(河佐虎雄 ). 安生土 (阿佐佑太郎 )
御岳敬へ土居は rかつとめ｣と称し盆 ,正月(I.:御錬嘘うかかいiLC出かけたDしかし縁故臓





















阿佐家で杜奥地解放の時 5町歩 (畑地 )を7軒の小作人vC売却しているo忠地解放以前技 ,
しかし.阿佐家の採草地を利用さしてもらうと千把vc対して 7- 8人の賦役を徹 したO
明治44- 45年頃まで田8反畑4反手作 していたが .この賦役をまじえて手作していたo
明治4 4- 45年以降は畑4反田5反を耕している｡
林の土居であ.,た阿佐さん結 17代目だという.｢音吐多くの人を使っていたが ,明治4年









(中 底 住 患 )
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大崎上島は,竹原から沖 10b程に位filする両Cr約 4Stu ,人口約 2万足 らずの良であ















吏 二 重=コ盲 ~匝












＼漁業地区＼､ヽ 総計 汁 15-19才 20-29才 50-59才 40-49才 50-59才 占0才以上
東 野 85 罪･51 】 5 9 4 (I 7
女 54 2 2 5 1ノー 12 1
大 崎 80 罪42 - 5 10 ム 8 15
女 58 4 8 ll 9 6














＼_~~盲哀別＼ 捻 数 卑 兼 業
漁業地武＼-＼ . 計 fl 誓 十二車型-東 野 15 9 4
S.58 51 51(60.日) 】 20 15(29.4) 5(9.2)
木 江 S.J与 45 12(27.9) 51 1d(57.2) 15(54.9)
S.44 ー 22I 12(28.占) ー 55 1占(56,1) 14(55.5)
()内は割合%
木江以外はS45









るoそ して,底曳網が2網あるが,小型庇曳で-王にえびをとるのであり, 1時樹か 1時仙半･.
鍵,船の放ろで網をひっぼるのであるoまた,これについてはBL.1<からの許可制であT),岳へ
の制限があるO刺 し網については,嬉駒の一心であり,これに魚が頑をつつこんでひっかかるの














で,それだから技術進歩が凄いのだ ｣と言われたrJ Lか L,ここにおいても時代の大き71進発
もはいつてさていたO今まで木綿で作っていた釣 り糸 とか網がナイロン五智 (彼 らは,この切
和 ユゴーチと発音 し,五智網のとき(.1ゴ千純 と元首する )にA'変った｡彼 らは.和船がiju力i:Liに












去 4. お もな 独禁磁税別経 営体 数 S.44,9. 1 現在
こミ叫 は釣 定 地占揺そ艶 の か 美辞 そ頚 内
し えり E上びひ負の葉 り き 珠昧 の殖 求な きき 煤 他 a i ･# 他
】 網 わ 柄 網粥 革 の A 苑 殖艮 の 面
4 1 - - - - 7 1 2 1 -
1n 4 - 1 - ll 1 - - -
-78-






単位 :災珠 :yO かき :ト/ 痛苦 :1OCO牧 魚iil等 :ト/ー





も滋ちたとか｡掛 こ,こ円軌 ･i潮の加誠で赤)朝が刺 t,てきた').油o:3.1才進 もあり,汚染され
た海での-ilti始に不安を賭 じてr/.る様子だ｡
･くるま海老
大崎上島のほとんど北の札 東身町垂水,D秋Et)水産 (本社鰍 と･])では,くるま海一色を讃穀
する｡別在,従兼fl男 7名女 10孝.のこじんよ()した規校である｡広 さ20h-.程の苑殖蝦
を士埠から見降 しながら.そこの人に諸を佃った.益殖掛 声,向いの良と砂洲のようにつな
がったものを利用 L.,もう一方を締切って貯め池のようにしたも甲だが,明治時代に塩凹と






m足ず.休題 2㌢程0 4月末から6月にかけて丑難敵 こ放すが.それから生育期間約 6ケ月
間すなわち 11月終餅まで餌は毎日与えるO餌の与え方は,あさりjl,冷凍海老,冷凍魚の




































･-126.年 別 漁 獲 丑 (単位
~ー ｢ S.5S S.56 S.57 S.58Irs.5? S.4ti S.41 S,42 S.伯
東 野 79,0 85.0I 68.5I I 15.5 15,5 ll.9 10.4 1占.5 ll.7
大 崎 77.8 66.2 ～il.8 占7.1 50.a 45.0
木江町においては,魚椎軌 1?,5日分まとめて糸鴨,塵岳に送り出すが.その間,生発
射lこ入れている｡糸崎からほ冷塊串に乗せて,阪神地方に送る｡この仕ミtは組合がする｡





















､ 俵しさはあっても.わび しきは感 じられないような思いもした｡
木江の中浦から北にまわゥて白水までの夕･滞れどさの船掛 ま思い出深いものであるO
. (立 EF 悦 子 )
Ⅱ 大崎上島の柑橘栽培 (その1)
1. 木江町の柑砧の歴史
大崎上掛 こはじめてみかん(尾蛍系温水みかん )を杓えたのは,円妙寺 (木江町沖浦大字木












一 昭和 20年再び柑橘栽培が復興するが隔年成熟 まひどかったら山 ､し､
悩和24, 5年,放水作菜を手押 し,ポンプから動力嘆#機に替えたOさく道 とケーブルをつ
けるOこれも円妙寺が付近の良民に呼びかけたらしいが.結局は個人で敷設 した｡このころ.
カイヨウ病,焦点病などの病気やヤノネカイガラムシ,ルビー燭虫などによる被馨が多かった｡




























沿いの道路は,-LF後の昭和 46年 7月現在未だ政 }工13沖 であった｡
こうして,多くの敏皆や悪臭件と戦いながら,多くの弼魁をかかえつつも.東岸町.大喝




2. 生 産 の 現 状 1
まず,出字数を反別に見てみようo t .
衷 1. 反 別 良 家 数
17d 19 57 25 2C 22 28 20 2 51
195 20 88 51 21 21 9 5










で.柑橘栽培面融は 228町であるD したがって,生産法-反当 2t半 ×2280反 となるO
生産されている柑橘の砥鄭 言,早生温州,普通温州,夏みかん,はっさく.ネーブル,安政
柑などである｡
町当の所得旗艦基掛 目 00万円であるOなかには 1億円以上の所給を持つ専業出家もあるO
柑橘の裁培には多くの手がかかるO 苦心の末輿約による年尚贋用制をとって慰安旅行に出かけ
てサービスにこれ努めたり,宿提供 .食琳付の日給制に した りして, どゎk.1家も家族に加えて
広い地域から労ih者偽線に散担 している｡ しか し,ただ人手をかけただけでは採井がとれTIいO
そこで とられた方法が,f壷家の組段化である(,木江町時良諾協同組合の中に果実部を設けてい
るがAl常は独立 した形をとっている｡そ して矧司避凝塊の支所的役割を巣 している｡
月別の自家労山時L由を見るまえに.労Cn総力月1位を見ておこう｡
表 2. 労 蜘 能 力 単 位
年 令(才) 10′-′15. 1占- 2ロ 21′.-50 51- 占0 d1.-′70 ｢71以上
罪 0.4 0.8 1.0 0.8 0.ム5 0.45
(S45立込林省瓜家経済鮎壷による )




衰5. 自 家 労 1':3時 間 (41位 日数 )
施 肥 1,P4.5 0.5 0.550 鳥 二呂
摘 果 2.01 15.051 2.55 17.580
雌 仕肺 ら.590 1.5 1〔1.52 18.0951 22.51 I61,0占6.7
-合計.I 8.5 15.占 26.5 15.0 18.5 2.5 li;三冨 呈`'o:≡15.0 16.0 15.D 2占.D
表の数字は,衰 1.の労仁,1能力単位をもとにして,それをさらに日数に換耕 したもので
上が男性,下が女性を表わしているO
月別の作業内容については詳 しく後述するが,この表から. 2- 4月に射定 (枝を切 り,豊え




大 串 平 均
62.55 占6,9〔】早 生 温 州 64.72 I 65.85 72.75 65.98
普 血温 州 .52.7l】 55.5〔一 4111 55.55






この時期に貯蔵韓の管理点検をしておくO球内は阻皮 5℃ .湿圧 85%に保つようにする｡































梅雨明けの土壌管触 ま,雨鰍 こ生 じた被皆箇所の早急復旧と土壌の乾燥防Lt,嫌亡防Jt.









JBがそろいやすいO仕分けは完全Ltu1,, .ト良ふlfL1, 2割程[_'tはある ),かんづしわ用 (大社の
もの ).ジュース川 (小粒 )の 4位に分けられ句､
i:-;収後.蜘LiLのilV,貯鼓相に蒔く舷べ,フ-･570戒ilさせる｡,これを予措 というが,そ
L73仮払注,界実の過剰水分が発散されてLk止がし/Iやかになり,呼吸作用を抑制 して耐久-JJ
を蛸すそうであるO また,この&.Lirが外書乱 ;u こもにはJtjであるらしいO
この後,も.主秒単位に張杓されて共同題欠場へ遠 rI'れたり,仙人で出荷 したr)される,J
衷 5. 柑橘作業贋と-平均所妄し脂 (S45年 ltjal_1り)
上 韻 管 理 2jlL下旬かb4月･tt'E.7(中れ 深耕 ) 15ビ､i悶
施 肥 1月下旬から2月Fl一卜i.a(品十石灰 ) 15
追 使 'iTJ 定 2月下旬から1月中旬 16
防 ,IA 網 除 去 5月下旬から4月中旬 4
施 肥 2月Lll旬から4月Ll'J･fLt1 18
/! 5jr卜旬から占月 fl句
土 壌 管 理 4月下旬から5月中佃 (歳草.一部動力 ) 22
防 除 ム月中旬からtI月上旬(軌ノ)) 10
〃 ti月下旬から9月中旬 ( / ) 5





採 収 出 荷
防 除
〟
防 風 対 簾


















(川 上 碩 利 子 )
(そ の 2 )
昭和 45,占年ころには,｢上位で家がたつのは,みかんも主家だけだ｡ ｣と言われるほど,みか
ん栽培は,盛んであったo Lかし,liB和42年の千番による菊みかん(小 さく割れてしまりたみ',･l




去A-(1)経 常 耕 地 面 EJi
耕 地 m L'L(hd)と そ の 増 械 地目別群成比(S45)
S弓5 4V35~ SLlD 45/4日 S45 水 田 畑 樹園地
大 崎 町 570 ∠ゝ占.5 554 9.5 585 19.5 4.4 76.1
克 野 町 25ム 6.4 272 ∠ゝ4.2 2dl 5.5 5.1 rTJ9.4








田 t Cro) 畑 l 陶
::I.85 ～ 1::;





大喝上島みかん共同選果切 (以下,共通 と記す :=ま.相和 44年 12月,桁造故事都築の一群
として'細司され,相和 45年 10月 51日に,大喝uj大字中か :完成 したUその設位の趣旨は,
大崎上昏みかん共同選果場設位および道営管理規約的 2条によると,次の九iりであるo榊成組合
(大晦中9i7良黄@,同組合,原田il{臥 大串放臥 木江町良臥 京好町良g･の5町 5良脇をいう)
は,そ′の組合且が生産する果実の袋荷,-rLq造,出荷等の一切の共販体制をf連立 し,果実の品質規
格の統一 と計副 臼荷ならびに販売経済の節7･'iを固 rJ,その組'E.1月の生産性および収益の向上を期
するため.上如 ら適切を設旺するOその鮎常には,年別 才の埋萌から成る迦営萎良会があたるこ
ことTlっているQLi常は,娯呉出林の決めた持ち分 (東野 251t'･955ro,木江 25･1159To.大
崎 58,E)90%図 1.-(1))によってなされるorI
l 図 1-(l) 上LiJ.共題迷宮親政横柄図
理 事





?. 牡 荷 と閃 野点




























5. 選果の方法と間男軌点(別選果の関原 ) '





よってなされ,①外観.②大きさ,⑤総fT点によって分けられる｡Q)外掛 ま,5人で偉 .香 .良
の襲Oをみて,平均をも19で決められる.②大きさけ,樋枕によって, さLから5Sの5roを出すO













鞘ではLldnJ･の取損い辻が栂加 したのに.木江 .火1fではかえ-,てIt戌少 したとレ､う結果にJなってい
ら.)木江町,火を何 は,曲の両側に位 ..lL,日あたりがよいのに対 して.大称Iqは,日あたりが
悪い上(こ,水田転決園が多いので,両者の!,かこは,韓の上で迎いがF'った｡叉木iT_Lll.Rl好打は
























IL' テック廠送が20%であるO トラック輸送は刺 ヒ地九 東京方面の一部などへ出荷するものに用
いられている.速圧を必要とするためである.船による輸送は,内航海道共茶組合の50t折の


























句別の出荷希望教主ほ とり,共遺功がまとめて,出荷計百をたてる(,①年内出桝 十両 11月末まで
でに出ず守希望数JLLlをとりまとめる｡②年明出荷計由:12月 25日までにLil朽希望教生をまとめ
る｡





















大崎上島は磁戸内海の略々中央に位 しており,人口約 2万 1千人で.木江,大軌 東野の5か
町よりなってお(),大崎下島とともに造船と柑橘の産地 として広く知られる.ここで私たちは,
教育委員会,海道局,岸本造船所などで主に造船について話をうかがった.





















5. 発 達 過 密
｢大′'-15上良造船史｣- 『望月克之助氏が 1828年文政 11年に生まれ海迩並びに造船業に
-94-
市献され･また 1850年安政 5年に木江に金森道諮所ができて,この削 らゝ大崎giにおける造
船頂がさかんになってきているよう思うoその後,鹿ifに発田造船所ができ, 1898年明治 5
1年に広島商船･rJ減 ができ 1904年明治 王7年に木江町に丸鍛造如 ;できた0日軌 日男峨争
当Ltlfより大正時代欧州大磯争当秘 こは約 20社も｡'JqL船所ができていますOこれら適,'rnt所は一般





(rLJl･J各)大正 lD年頃になると,ぼつぼつ補助批 ほ っけて航行すく.'よう(こfiりは帆船が建造さ
れはじめたが.最初に虹遺されたものがfji三原市幸崎しけの享腸 ドックの前身であるはiirドックで
あう｡r相和 2年のことであるO同じ項,ノノ(ル階のIilI;i鉄工T･/.-は舶用で?.物の呈造をおこ/Lってい






用途は,袋物泊,紬軌 抄札i=t,凌軌 フエリー.ひき軌 7㌧ シ7-,i-I)一などである,
以在の主な造MJtT')了と従某[l数は次のとおりであろO
-75--
造 船 所 名 .技 術 者 琳 動 員 工Li浦 用 工fl臨時 許 負
渡 辺 担 渠 2141占5 1 i 1ム46 ■1)t218L
-鉄 工 所 紛 1 2
小 池 造 船 所′■ 古 本 鉄 工造 船 所 ㈲ 142 1594
長浜 造船所㈲松柄鉄工造船所岸 上 造 船 ㈱ 248ら 15A4482
林 造 H.lt ㈱小 林 造 船 12 841
川 本造船所㈱伸 和 産業氏 押 造 船 伝令 15t 4
1246 11 2541 2 1ll1620
(中国小型船舶工業会広岳県中部支部 S4a.5月Fy'ij査 上段は男,下段は女の数 )
-9占-
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? ? ??? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ? ? ? ??
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ?
? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ?
?? ? ? ? ??
? ?? ? ? ? ? ? ? ?



































1 韮 (妄f hlT)
1 台 (字 浜 )
20t 1 台 (如 月 )
<受電殻倫> 1.5 日DKw
[ その他,施軌 ポール乱 工作以軌 油圧 プレス･べ ./ダーなどが盤っているU
･ 従 業 fl(下請を含む)
･17 賀 工 秘 45 (.I- 5Or,人
宇 浜 工 場 占0人




田き,ガス.電気を担当し,溶軌 切断をしているO.保 険 泣造保険を住友などにかけている.





? ? ? ? ? ?
ー ? ?
?
? ? ? ? ?
へ ′,'/ 舶 納＼ /
′建造髄格(百万円 )











G/T別造船数 (竣工が昭和 40年 1月-樹林 46年 5月まで )(四捨五入値)
? ? ??
?
? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ?
? ???
? ??
?? ? ? ?













? ??? ?〔 ? ??
? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? っ ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ?? ? っ ? ? っ ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?? ? ? ?? ?
? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ? ?
? ? ? ?? ? ?
? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ュ ー?




(5) 船 の 男 手
発注#.船主に特定の分布はないO
(ム)工 場 内 部
























四 昭和 47年度巡検 レポー ト
(島根県隠岐島)
- 1U三一･

















図 1. 隠 岐 島
前 島










＼ ノー′､ー ～ /
? ?? ? ??
? ? ?? ? ? ? ?






















































こ) 波 蝕 棚
LL==空5 斬 倍
0,0?. 襟 浜
△AAAA 鮒 的軸 物
-J､＼-一 都恋瞭
し- 1＼〉､｣
二二 二一 流 紋 岩
≡≡ 硬岩泥貿岩互層
I/// 安山岩質角棚 灰岩 (蕪塊岩 )
川 削 安 山 岩







? ? ? ? ? ? ? ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ?? ? ?



















国 富 実 害 Pl
!I
く:)く>○寸 ■'l rl :一書?;C)
塞 く)一l一1=-q再KlCI治L守+(
■宗 等U,q 32;.誉くつ 由






国 m qQ 現れ
港南高潮位 (47年度 ) AnfⅦ
叔低低潮位 ( 〝 ) - 55m
西郷の昭和 47年度の商潮位及び低潮位について潮位頻度を固化すると図4のようにまとめ
られた｡
･図 4 西郷における高潮位 ･低潮位の頻度














演目海蝕 短 径 長 径 深 さ ジ甘イソト 凍 そ の 他特 徴
崖茶部よりの距離的 (C7*) (C7W) (C7*) との関係
8.5.-9.0 45 50 55 蘇 有 ポーフラ生息
15.0 85 170 70 有 無 横 長












































⑥ 西側の波蝕棚は掛こ向って急患 (ほぼ垂範,高さ約 4,4m )をなして落ち込んでいるO
なお両波蝕棚の間に存在する小丘の鯨蝕岸で観察される地質構成を図 5に示した｡
一一117-
圃 5 地 野 椛 成
吐 二 二 二一葦 ,> :'
(単位cm)
四 横 田 屑
m 瞭岩と梶岩の互偶
因 楓 砂 岩
tl 旺 ヨ 泥 贋 周
一118-
? ???
(4) ま と め
トリゲ海岸付近の波蝕榊 (図 2の@ )とトt)ゲ海岸東方の波蝕棚 (図 2の6))は地J151構成
において塀似するが,被蝕榔面の高度,断面形のパターソおよび債斜の煩向においては異な
るo場所的にも近接 した所に存在するが,彼敵椀の形成過掛こは何 らかの差興があったもの













(林 洋子 ･FL'Ii田管見 )
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Ⅱ 布施 村の人 口動態 一
1. はじめに
近年都市部においては人口の過密,農山村に卦いては過疎の現象が大きを社会間借となってい
















分は村が負超し, 7 0才以上の老^には月額 1.500円, 80才以上で比 2.00□円が給付きれ
るなど福祉の面にも堺元され,村の丑かさを表わしている｡
国勢調査によると昭和 45年 10月現在で村の人口は741人 (男 547,女594),戸数






午 世 帯 数 稔 数 男 年間増加率 ｢人口密蛮/lk-
S 40 282I46 t824 598l - 5,2 44.2
41 797 1 591 - 5. 5 42.7
42 779 ー 578 - 2.5 Jll.8




19人へ 20- 24才では47人から,1_8人へ, 25- 29才では59人から54人へとそれ
ぞれ奴少している｡また児童生徒数の推移は,昭,ftjSU年には児童 1占5^ ,生徒88人計 251

















年 令 階 屑 S.50. 10, 1 S. 55. 10. 1 S. 45. 1.0. 1
総 数 : 輿 I総 数 ! 男 I総 --4 --盟
轄 故 1.045 1 510 l985 i 482 741 t 547
G- 4 97 f 51 占5 1 55 57 lJ 25
5.- 9 I153 70 95 1 47 55 ; 27
10′-14 156 1 7ム H f 占9 占1 L 2.9
1■5- 19 58 1 28 50 ー 19 ‖ l 11
2〔1- 24 67 I SB 64 ! 50 28 17
25～ 29 I59 1 29 7.4 ー 41 54 19
50- 5′l 50 1 22i 64. F 51 i15 l 19
55- 59 占2 1 19 54 [ 27 57 28
4【j～ Ll4 54 .- 27 dO 1 21 49 24
45～ 49 67 1 54 51 1 25 49 24
58- 54 45 24 7ロ ー 57 55 17
55.-59占0 8467n 52 1 25 48 f 27 495 245〔t0
】
57 15 47 25
I I




:RではβI'櫛150年から45年までの 15年間に 175人から54人へと急激に減少 しているo村









15才以 上 産業 別人 口
産 業 別 L S50.10.1現在 S55.10.1現在 S
総 数 502 254 458 28占 41
出 業 75 25 59 24 5
鉱 菜 - - 2
鍵 殻 .莱 12 ll 5一l
炎 遺 業 20 18 45 51 2
卸 売 .′J＼売集 47 55 51 57 5】 24
金艇 .保険 .不動産 1 1 l 11
迷 相 .通 信奄 気 ガ ス･水 道 50 1 29 55こI41ti 295
サ ー ビ ス 54 17 22
第 1 次 産 業 62.9 46.1 Ltd.1 59.2 4
窮 2 ′ A.4 ll.4 21.4 24.8 2
次にこれらの産米に従車する者の年令を見るL･. 45年の国勢調査時の15才以上の就業者
577人のうち5才ずつの牌親区分を行なうとdST以上が .tも多く48人1 15･- 19才が姫
も少なく 6人である｡これからもわかるように労恥年令が-i.･;く, 4 0才以_i:が 24 4人で約 65
帝を占めている.
これを産業別にみると,由林業では福年令IBが多いのに対して,水産業の場合 50- 54才が
瀬も多く, 25- 29才, 55- 59才かそれに次いで･おり,労働年令が低いe:Jが特徴となって
いる｡ちをみに,年令牌層によって就井薮某の遵Vl告訴べてみると, 20- 24才では迎輸 .過
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倍とサ-ビス菜が多くとの年令屑の 25年ずつを占めている｡ 25- 29才では水産業と適格･
通1･g-がそれぞれ21年を占め,ついでサービス葉. 50- 54才ではサ-ビス井ついで水産兎
55- 59才ではサービス菓ついで点,水産.建乱 逮輪･通信となっている｡ 40才以上では
50-54才のサービス薬を除いては各牌屑とも林薬が第 1位を占めているO
(難 波 敏 江 ) 山 川 加 牲































































昭和 44年硯昆 布梅村は,両横 1.865haのうち1.485haが林野である｡その林野の保
有形態は 村有林と民生社林とT･全休の占5帝を占めているO
林 野 両 横 (利用種別)
(S441琴在) 単位:ha
分 林 野総 面 舵
数 1.885
右 林 ゝ生 社 847l 2
有 林 595
森 林 森 林 でない原野樹 林 地 竹 林 ト I林の伐跡
針 薬 樹 林 広 葉 樹 林
人工林 天然林 人ユ二林 天然林
859 275 1 515 4 55
257 200 1 552 2 35
197 5 - 46 -
林野面覇のうち,樹官半分は人工棉薮がなされているO この割合卓も 私有林では約 88飾,
村有林では約50東となってhるO私有林は,杉を中心にした楳薯をしているととが衰からも
. 樹 種 別 林 研 表
. (S44.1.1現在 ) 単位.m'
区 分 総一 散 針 葉 樹
す ぎ ま つ そ の 他
総 数 10占,552 dO.155 55,584 12.795
村 有 林 42,245 ll.5.59 24.855 5,851
民 生 社 林 52,026 25.774 5,5dd 2,684
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その爺 1比 労働力の老齢化であるU塊も 年間78日以1.勤務 した者の平均年令比50.02
才であ り,年 高々令化する傾向を示 してhjt,,!巾て比 能輩をIi-tJめるため払 - )コブクー l/I
よる薬剤散布や,下刈機の使用を試みているが,問屋か多 く ,なかなかう･まくいかないようで
ある｡
第 2は.,全国で墳′J､の村である布施の合併Pr'% である._,合併時の村'･FT林Vの取 り扱いG')対策と
しての民生社林は,その存在の仕方に大きなIL'1泡かあると思われる｡
2. 村有林 の経 常
(1)育 林 法
作兼は.雪のふらない 5 , 4月から11月まで行なわれるか.それerl大 きく4つに分けられ
る｡すなわち,Q) 5, 4月の静木つくり,し2,L) 5- 9月の施肥.⑤ d～8月o'_)下刈 り,
④ 9- 10月の秋柾えであるO作業の様子を図にすると次のようになる｡
作 業 内 容 5 4 5 6 7 8 9 10 11月
0 首相つけ,味がえ.箸かこし ･. ;
① 施 肥
喧) 下 刈 り
① 秋 袖 え (梅林 )
卜 -一一･･一･一･一一･一一･--1
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(j) 酋楯えつけ : 首払 昔綻個人かつくったり吉野から訴人していたが.戦後は#.費など
の問題から,村が首恥を直営している｡ 2町歩の苗圃で帯を育てて,個人にも販売し
ている｡
床 が え : 4月に種をまいた苗は,翌年 4月には別のところへ棉えかえられる｡ 1
tf-目の苗を播稚 〔はしゅ )床, 2年目を二年首, 5年目を三年苗という.I
雷おこし : 雷がとけるとすぐに.雪で倒れた木をおこす作業か始まるOかこした木
はテープで他の木にくくりつけて,曲りを直す｡
② 施 肥 : 5月～ 9月のひまをみて施肥が行なわれるO場所によって使われる肥料
の碑類は適うが,主なものは,森林特合油と森林 1号であるO
ざ下 刈 り : 頼林後8年まで比 布年下刈 りをするが,その後 占, 7年は 1年おきに
行t.:うO舟近では,剖験的に下刈糠の使用されているところもあるが,村有林kT.急斜
面が多いので,昔ながらの方法で行なっている.
④ 艦 林 : 秋穂えが9割以上を占めている｡ このととは他村と大きく遣う点である.
布施村では,良薬をほとんど行なっていないので,秋,比較的早く桜えているO








野地は, 5 , 4- 11月まで,随時行なわれるO
(2) 伐採･運搬
抑 伐採 の桝令












チェンソ 一ー也 10年ほど前に村が購入したのが出初であるが.今は個^でも約 10台が
使われているOチェンソーー使用人は日当8.D0u円程度であるが.2, 5年の経験が必要で
あることや,老後の保障や退職金などがなVW_)で,なり手がほとんどないそうである O
















との組合の先産材の取扱克也 昭和45年度 15.d2dd,昭和 4d年度, 18,597〝/
となっているOそして.布施村が占めてV)る割合比 隠岐･島後生建立の5分の1近い割合
を占めている｡布施村の生産材払 2通りの方法で版売手れてV}る｡中村経由のため トラッ








は8隼あり,うち総 トン数110トンの木造船5坐と, 190トンの鉄船 1食が,木材専用
として迎搬に従事しているO







格拭下ってきたO例えば,樹令占0年の杉 1石 (長さ5m,末58CZl)の価格は, 4.SOD










木材の良し慈し払 ① 樹令,② 山のある位置,◎ 山の憤斜度で決まる｡直材ほど価
格はエho曲材QL 小曲の場合直材の2分の 1,大曲の場合直材の5分の1の価格になる｡
5. 山の信仰
(1)大 山 神 社











D,印としてさかきの木をつけ くる｡そ して,帯たち(,柿.-iJ取 i)に行く若者 )が宿に輔ると,
宿の者が彼-:,:).を接待するのであるが,その抜特が/i L/-(l=も若者の気をそこねると,家の中でわ
らじの-i-i.#れまわるのである.これも祭 りの最先の 1つと-されていたOjで,人山祭 り杜,礼
暴な作法の祭 りといわれていた｡
この神木に巻く常の長さは, 120･%･(約 21,ム･nZ)あ り,こOI)帯を神木VL'巻 きつけると,
7番半ある｡ この菅は,帯を巻 く時に歌う｢きゃbうt,_｣,JD出校の｢ドトコ-1 トトコー｣と




との神官には,以前拭 2通 りあわ.春E咽 Iilの神主かその神官(,:当る場合と,祭りの宿の主
人が 1年間神官になる場合とである,
神主 (4D～ 50才代の者 ). じいさん 添当(そえとう)の5人からを7,7中宮の家が, 1
ヶ年lL凝 りの宿になるのである.しかし,多人数であるC/Jで,後に,紘,布施村 120軒を1下














横合 800年をもち.上下に模幹 47本と乳頼 19が垂れている珍柳で,天然記念物に指定さ
れている.
(5) ｢蘇民将来(しょみんし上うらい )｣


















































































































4- 飼 育 状 態
布施村には孤軌 布施,飯美の 5つの大字がある｡ このうち牧畜が行なわれているのは,那
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5. 人 工 受 輪
｢子取り生産牧畜｣においては,最も直垂な閉経は何とい-,ても,人工受精の問題であろう｡





















6ケ月世で,子牛は200kg位になるOオスでソ～ 10万円U メスで 1n万円r,(本土では
15- 1占万円位 ) 1
1年半位の子牛は50Mq～ 占ODl･q位あり25万- 5【〕'.75ぐらいてある,_. '｣r】-
～鯉にオスよりメスの-ll-が占.占い｡ しかしオスはメスより体魂があるので,焚際の値掛 ま,あま
り変らない樺である｡
47年 4月のセリ市では,子牛 80軌 肉用牛58g,t7.(布).ikは 2軌 卯数は5頭 )がセリに
かけられた｡










年 度 牛の頭数 飼育声数 年 摩 牛の頭敬 飼育戸数
S25年 14敢 Sd?一年 45粛
S55年 7頭 S4Ll年 占2頭 22P
s55年 6頭 S45年 57頭 16戸




















































秦- 1 生 産 ･産 輿別 世帯数及 び人 負数
菜 種 布 施 卯 故 坂 美 合 吾十
第一 次産菜出 世帯数 人 見 世帯数 人 月 世帯数 人 員 世帯数 人 見I 5 5 12 58 1 l 1 1占 42
林 業 15 59 4 1占 2 8 21 65
漁 菜 9 52 2 7 5 20 1占 59
節 二 次産業 15 4占 2 5 5 1■7 54
第三 次産 業 129 585 21 45 55 114 185 560
総 合 計 1占9 5【】5 I .i 129 45 146 ｣三 55 N 778
(布施村勢饗覧 1970よt))
(S4 .^1.1現在 )
表-2 漁 家 及 び 人 に]数













1)規 模 (昭和 45年度 )
衷- 4 漁 船 数
(昭和44.1.1現在 )
i- 部 落 名 個 人 経 営
総 数 無動力船 有 勤 ●力
総 数 2t以上 船外機船
総 数 147 51 116 12 104
布 施 75 22 ム1 占 55






布施村に紘底びき粗 大型 ･小型定位総 額びき楓 ノてッチ網はをい.がぶり漁の時の刺網,
いかの時の釣などの漁法が代表的なもので,その他 約 7ゴ漁の時の固定刺網があげられる｡
5)れ 沌 物
収入としては, 1･ 海苔. 2･ サザェ, 5,和私 4. 稚魚 (42年 1調 )の慨であるO
熟竣福は義一5忙-,T.･すとおりIrあるO
素-5 漁 放 物
＼ -､書類~＼ あ じ 類 さ ば 類 ぶ b 勅 ひらめ.加lレ潮 さ め プ荊 重 い 類
隠 岐 郡 5516 5501 175占 57 6 250
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7) ブ リ 軌
ほとんどが一本釣か刺網である｡刺柄は図-1に示すような細で, 1Dt程度の船によ
って行なわれるG鮎は沖合治樟約1.5kNの地点に軒の流れに直交 して, 日没とともに仕掛














鯛 (真鯛 )は1- 2t程度の船で沖合約 1.5kJtの地点で-1本釣で行をわれるGえさはタ




の流れに衝角に,沖合沿粒約 1.5血の地点に口没 とともに仕掛け, 日の出とともに引き揚
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? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
いるO昭和 4d年 1月の雪台風のため,粒床が変化 し,海藻がなくな D,サザェの丑が純
少 したが,後に述べる独英改善計画により,その増殖がはから九ている｡
(5) 水産加=品
布施村には,虚協 ･漁協 ･村との三者共同出P.(,{よる水産加工場があるれ ここで加工品
か生鮮され出荷されるo観光用としての味付わかめ.煉わかめ,又,自家洞野用のアブ(ト
ビウオ )の乾妹などが行なわれる.以下その産鶴である,I
表-6 水 産 加 = 品 生 産 高
(S45-年-)
名 生 産 ;f-.･1-
ス ノレ メ 180千円
(4) 海 守
布施村には海守とい う制度がある｡布AL･鹿莫 ･卯教の 5部落に各 1人ずつL-･わ,ナ嫌 防
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布施村で払 昭和 42年から漁菓振興のため, この計画を行なっているが,それについて,水
産物共同加=場.ワカメの養殖を中心に説明fTI加えていく｡
(1)水産物共同加=壌
布htEi村布施にあるこの共(妬']u=域比 昭和 42生に改磐計画の 1つとして,村長が経営とい
う形でつくられた.盛典協同縫合から2a0万円の運営挺金を借 り入れ 建物は役場が国庫補
助金2/5,地元負担1/5で作 り,その建物は粁 協同組合が役場から買い取 り,軽本金Oの
形でスクートしたO迎営資金け出払 種物枕漁t如 ､らの借 り,経営比村という5者協同的形を
とっていろ√,
とこで払 観光士姥物としてlJ味付ワカメ｡鍵ワカメ,自家消戟用の-'j' ゴの煮干, しいたけ
の乾燥が行tL･われるO ここでの加=品は75- らLl東が島内消敷されるO飽け本土 (島根県 )
のあるカワメ加J会社に,その会社の製品として出荷される(,原料orJ'ワカメの取入は,漁業協
同組合(布施村たけではなく他の村の鮒 ,弘も)を涌 L:て行たわれるO昭和 4d年の売 り上げは,











養 殖 漁 業 の 推 移 調 査
表-7 ワ カ メ
転＼ 着 秦 者 数 従 車 音 数 生 産 丑 lm
44 16 25 25
45 58 45 58
乗-8 の り
r.･l-レt
I ･)L 幼 者 生 産 数 tm
2 1
注 昭和 4占年のワカメの水揚げが少いのは, 4占年 1月4. 5日にかけて低気圧による
被害で,約 50帝の施設が破壊 したためL
秦-9 壁 殖 用 種 苗 使 用 突 放
＼昭恕 --＼ ワ カ メ の り
44 10500 15
45 20400 10
46 2150 (】 20
5月に,陸上で化繊糸につける種づけが行なわれ 水槽の中で培養されるo 1l月頃,軸に
本村けされる｡本付け払 種糸を親綱に巻きつけて,沖に出され発芽 し海中繁殖する｡そして,
里 1月～ 5月に収裡される. 1人あたり直径 1,8CZIのロープ(親綿 )400m, 1mにつき生
ワカメ壊低 5kgの収穫がある.これは,乾燥 して製品にすると5009になる.
泰殖場所払 沿軽800m,水粍 50- 40mの附近｡図- 5に示す｡
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(5) そ の 他 e)計 画
昭和 44年
魚 礁 設 置
1.5CN角のコンクリ-トブロックにより,人=的な瀬がつくられた｡ (図-8参照 )
事業祭 180万円,水蘇 50cmの地点に 300佃が投入され,鯛 ･hさきの漁獲が目的
とされたQ昭和 44, 45. 46年 と行なわれ､鯛 ･レゝさきに50万円/ 1年の増収を
待ているO
昭和 46年
魚 1歳 設 置
献づくりのためのH墾)_ブロックが投入されるU サザ ェ ｡アワビ｡ワカメの楯鞄が目的O































(大 辻 Ji･呼 子 杭 田 琴 )
Ⅵ 社 会 構 造
t.地域的まとまりの機能とその実態









































ことである水 これは布地に5組,版美に2組､DT激 に 1伍あるuこれの分けI方は地域的に都合
よく分けてある上うである｡例えは上(かみJと下〔Lも)東と西としへう井倉t,でむら｡
との｢お就さん｣は祭の日には桁組とと!,C袋せ り, 1日中療宴を開いて祝 うのであ/:I,o家は,












卯敏の禎合,もう1つ区有財産として,かけ触 ;儒者されている机 とれ比 何時の境からか
さだかではをいが,祭の暗にのみかけられる｡御本棒線の rlF,i:役割を束している0














































JLJ大′｣＼によって1臥 中田,下田に分けられてあり,上mからの収壬Bは 1反当り5- 6俵程度で
あった｡
小作になったものは 山口氏から1軒あIkt)1町前後のFTlを与えられ,耕作に従車するわけで
あるが,′｣＼作比耕作労働のみが柑一杯であったが,水韓の修理とか水害の後始末等は,主として,
地主の指挿下において成されていた｡という(つ払 地主比天災のあと,あるいは職をみてkt現地
に出向V,て立見(たちみ)を行ない,そのつど,小作に対して数々の指示を与えていたのである｡
普評の焚用は,多くの場合地主負担であったO
全収稗の5割あるいは4割を′｣､作米として地主I,E柳めた.その場食 中村地区には,山口氏の
米倉が建ててあったので,そこへ蒔年 12月10日に小作米看過ぶことになっていた｡ 4斗を1
俵にするととになっていたが,規定より少なめを1韻としているものか多かったC ここでも例に
もれず,'｣､ftが自分のささやかを生活を守ろうとする姿が月られるc l俵を見方で定めたのはの
ちにをってのことである ｡
山Ll氏は,中筋から500俵から500俵,中村地区から100俵から200俵の小作米が入
ってきた｡全休として,多い時が500俵から占00俵 少ない時で4･30俵の′｣､作米が入って
きた訳である｡年貢として得られを米の敵対丑仕年々連うけれども,その多/少によって,Ll口家
の生活不安があることはJrかった｡こうして集められた米の大部分紘,船で西郷の酒屋に持って
行かれ,そこで現金と交換された｡現金の80解雇度を日｣口氏は,毎年山林の手入れ,あるいは
月収の軽鼓として使ったoこうしてLl｣口氏はEfl畑だけでなく,山林も村内において最も多く持つ
家となっていったのであるo
Tlた/J､作は,′J､作米を納める他把も,地主宅の冠婚葬祭に際しては棟穣的に労働力を提供し夜
ければならなかったoとれ払 ′｣､作としての当然の専任と考えられており,この臨時の労働力に
対して,地主側から何らの報酬も受け取ることを期待してはならなかった.
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また小作者は.一年の始めである正月には,地主宅-前年の御礼と年始のあいさつをかねて出
向いて行く横わしであった｡これは必ず正月2日と決っていたが,地主はかとずれた小作に対し
て,玄関先で酒をふるまうのを常とした｡こうして,暗黙のうちにその年の地主-/J､作の契約が
成立するのであった｡
また,中村地区からは.山口家へ下男奉公という形で,数人の男児を送って労働力を提供して
いた.山口氏壮彼等を家の雑事にも使ったが,主として,山林の経営,管理の一端としての下刈
りに従事させたO
このようVr,/付乍とV'えども,地主の生活に臣事 しているところからみて, 1町前後の′J､作だ
から隷盤と(,i嘗レ磯 いかもしれないが,名子制度に通ずるものがあるように思うO
農地改革により,法律上 地主一小作の関係は消えたけれども,梓神的主従取除まで取り消す
こと仕できないようである｡当時′｣＼作として鋤いてV,た^が亡なり,次の世代と凍ると地主家と
LlJ廃係も薄く7たるが,小作者が聖存している場合払 今も何かにつけ,かつての地主へ尽してい
る様子がうかがわれた｡
膏た山口氏のようを地主曙歓の者の中には,近世末期頃から,商薬貴本家的に活躍する者が出
祝した.山口氏もその例にもれなかったO殻物 干物などQJ生産物を移出し,所謂帆船業者とし
ての仕軒を比じめたのであるOそれらの商品払 船主がさかざきとなり,′｣＼倉,松払 江戸,舵
代,新帝方面に杓って行かれた｡山口氏は,山林の-部で,船を8ばh購入 し,功業にたすさわ
ったO同じ布施の森田氏比 山口氏の酔負船頭としてやとわれ,この為にずレ､ぶん羽振 りがよく
なり,多くの山林を手に入れたという｡とのととからみて,この建物移出は大いに成功したと言
える｡
次に漁業における.まとまりをみてみたho
かつて隠岐全島的に浜名子,あるいは網子などと呼ばれる人々が存在し,親力から漁船,漁具
あるいは住居などを借 り受け,漁共に従事していたようである｡この場合 漁獲物は性とんど親
方へ撞供していたようであるO
また,浜銀と呼ばれる金が親方から支給されることもあったようであるが,布施村内にかいて
払 見あたらなかったoこれ紘布施村にAILける漁業がきわめて規模が小さく,自給自足を目的と
したものであったためと思われる｡
壌初に記したように,今号で述べてきた樺折的結合と対立する隣係として,共同利益を追求す
るものがある.これは近世において,全島的に流行した牧畑社会が嶺も良い例であるが村布施村
内で壮見られなかった.大久,浦郷地区で盛んだったようだ.布施村内にかいては･以前から,
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